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１　はじめに
本校は美しい街並みと自然に恵まれた開校

23 年目の学校です。「汗をかく」を学校教育
目標に掲げ，全生徒，全職員をあげて学校生
活の様々な場面で「汗をかく」ことに努めて
います。
中でも生徒会活動は，生徒自身の自治的・

自主的な活動能力を育成する場として本校の
特色です。主な生徒会行事は年間７回ありま
すが，どの行事も「生徒の手」で作り上げる
ことを第一にしています。

２　全校集会
全校集会のねらいは，生徒に発表の場を与

え自信を持たせることと，歌声活動の活性化
です。特に，本校の生徒は思考したり判断し
たりする能力は大変秀でていますが，人前で
自分の考えを述べたり伝えたりすることが苦
手な生徒が多く，その克服が彼らの自己肯定
感を高めることにつながると考えています。
今年度は，生徒会担当教員が作成した綿密な
年間計画とタイムスケジュールをもとに，全
校集会を年間５回行います。各回とも，パワー
ポイントを用いたり寸劇を取り入れたり，工
夫しながらの委員会や学年行事等の発表を通
し，生徒を前面に出し成就感を積み重ねてい
くよう計画しています。先日，二回目の全校
集会がありましたが，生徒が発表することが
楽しみになっている様子が伺えました。

３　生徒総会
「南十字星」が今年度の生徒会活動方針で
す。総会で生徒会長から次のような説明があ
りました。

「校章は，開校当時の学校目標であった，知・
徳・体・和から成る南十字星をもとに作られ
ている。23 年経った今，生徒が替わり，多
くの伝統を引き継ぎ，新しくなっていく臼井
南中だが，自分から行動するという『活発さ』
がなくなってきている。もう一度活発な学校
にするために，今，僕たちに合った十字星を
輝かせることが必要と考えた。」
自分たちを客観的に見つめ，伝統を生かし

つつも改善していこうとする前向きさ，逞
たくま

し
さを感じます。実際，生徒総会での子どもた
ちの姿は話す側も聞く側も，共にすばらしい
態度でした。

４　最後に
今年度は，「文化祭」を本校独自の名称に

変更する予定です。生徒会本部が提案し，「評
議会→学級→評議会→全校」の流れで進めて
います。教師からのトップダウンでなく，生
徒が納得できること，生徒の手で変更するこ
とを大切にしています。時間もかかり指導に
も手間が必要です。しかし，このような取組
は，本校の伝統であり，生徒の成就感につな
がっています。
生徒会活動は，生徒の自己肯定感を高める

ための施策の一つですが，教員による支援，
指導あっての教育活動です。生徒会本部担当
教員以外の教職員も，作り上げる成就感を共
に味わうことで，生徒の成長はもちろん，教
職員の成長，ひいては教職員の自己肯定感の
向上につながることも期待するところです。
生徒と全職員が共に力を合わせ，平成 29

年度はこれまで以上に南十字星を輝かせたい
と思います。
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道 標 　子どものセーフティネット～チームとしての学校の在り方について～

セーフティネットとは「安全網」のこと。高所で作
業をする人の転落防止のために張る網のことである。
ここから転じて，生活の困難（病気，解雇，生計の中
心者の死亡等）でも，安心して生活を続けられる制度
を指す言葉として用いられている。
いじめ，学力不振，虐待等が社会問題となり，格差

社会という声も聞こえる今日，就学支援対象児童の増
加も見られ，６人に１人の子どもが貧困に悩んでいる
ともいわれている。その背景は経済的な理由だけに限
らず，多様で複雑化しており，学校だけでは解決でき
ないようなことも数多くある。
平成 28年６月３日に「児童福祉法の一部を改正す

る法律」が制定・施行された。第１条において，児童
は適切な養育を受け健やかな成長・発達や自立等を保
障されること等が明確化された。これまで，児童福祉
の対象として位置付けられていた存在から「権利主体」
に転換が図られたのである。児童虐待の発生防止，児
童虐待の迅速・的確な対応策も示された。
子どもが持っている資質や能力の十分な発達を妨げ

る数多くの問題と向き合っていくために，学校はどう
すればよいのか。一人一人の子どもたちにとってより
よい支援を行っていくためのチームとしての学校の在
り方について考えていきたい。



１　はじめに
平成 27 年度末に県立高等学校長を定年
退職し現職として勤務している。演習で学
生のレディネスに差があること，つまり高
校までの「言語活動」の成果に差異を感じ
ることがある。現行学習指導要領において
「思考力・判断力・表現力」の充実が求め
られているが，「何を理解しているか」に
とどまっている感を持つ。高校教育に携
わってきた者として，責任を感じるととも
に内心忸

じ く じ

怩たる思いもある。その意味で次
期学習指導要領の方向性に注目している。
「何を学ぶか」が示されてきた学習指導
要領の歴史的変遷のなか，今次は「どのよ
うに学ぶか」が示された初の改訂と言える。
本稿では，次期学習指導要領が求める，仕
事・社会への円滑な接続を図る授業改善に
ついて，アクティブ・ラーニング及びカリ
キュラム・マネジメントの観点から述べる。

２ 仕事・社会への円滑な接続を図る授業
改善

⑴アクティブ・ラーニングの視点
改訂に盛り込まれるとの報道がなされる
やいなや，急速に過熱感を高めたものがア
クティブ・ラーニングであった。書店には
様々な書籍が並び，なかにはグループワー
クといった学習形態自体を目的とするよう
な解説書の類も多く見られた。たしかに，
理解を深めるために多くの議論がなされる
のは結構なことではあるが，用語が独断専
行していくことは望ましいことではない。
結果，改訂案では，答申まで使われていた
アクティブ・ラーニングが，非常に多義的

で概念が成熟していないとの理由で使われ
ていない。誤解してはならないのは，不要
な用語として除かれたのではなく，適切な
理解醸成が図られないなか法令用語として
の使用を避けた対応と言える。
ここで，アクティブ・ラーニング研究
の第一人者である溝上慎一が，アクティ
ブ・ラーニングについて，「学校から仕事・
社会へのトランジション」を背景にして
いると述べていることを紹介する ( 溝上，
2014)。さらに，溝上が，「生徒を仕事・社
会に力強く送り出していくために，学校教
育での育成課題が見直されている。」とし
た上で，「大学教育だけの問題ではないし，
初等中等教育だけの問題でもない。両者
が，一つの同じ用語で，仕事・社会の出口
をにらんで，それぞれの教育段階でできる
ことを，下と上の段階もにらんでリレーし
て取り組んでいくことがなにより重要であ
る（＝トランジション・リレー）。」と述べ
ていることに注目したい ( 溝上編，2016)。
「21 世紀型能力」，「社会人基礎力」及び「基
礎的・汎用的能力」等，紙幅の関係で個々
の説明は避けるが，これらは，まさに社会
が子どもたちに求めている能力である。言
い方を変えれば，児童生徒を育てる教育界
に対する，仕事・社会への円滑な接続を求
めてなされた，社会からの強い要請である。
そして，今次の改訂で求められていること
は，そうした能力を育成するため，アクティ
ブ・ラーニングを共通の用語として，校種
間をつなぐ学びのリレーとする授業の質的
改善なのである。
アクティブ・ラーニングは，毎時，決め

池
いけだ
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られたようにグループを作ったり，ディス
カッションをするといった形式的な問題で
は全くない。それでは「活動あって学びな
し」の批判を受けるのは当たり前である。
アクティブ・ラーニングは，授業改善の視
点であり，特定の形式ではないということ
を強調したい。
⑵カリキュラム・マネジメントの重要性
次期学習指導要領では，児童生徒に対し，
学習内容を自身の人生や社会の在り方と結
び付けて深く理解させることが求められて
いると言える。教師に求められているのは，
授業を省察することであり，自校の児童生
徒に正対し，校内だけで完結させてしまう
知識・技能の習得にとどまらず，生涯にわ
たって通用する資質・能力として育成しな
くてはならないのである。そのため，授業
計画のなかに，児童生徒の頭がアクティブ
に動くこと，児童生徒の頭のなかに「主体
的・対話的で深い学び」を実現していくた
めの適切・効果的な場面を創意工夫して組
み込んでいくことが求められている。そし
て，それを個人の取組から全校的な営みと
して実現させていくものがカリキュラム・
マネジメントである。カリキュラム・マネ
ジメントとは「各学校が，学校の教育目標
をよりよく達成するために，組織としてカ
リキュラムを創り，動かし，変えていく，
継続的かつ発展的な，課題解決の営み」と
捉えることができる (田村，2011)。カリキュ
ラム・マネジメントの概念を初めて導入し
た中留武昭は，その背景を「静態的な教育
課程観」から脱皮するためと説明した。中
留によれば，教育課程には「教育委員会届
け出用の文書」，そして「年度初めに一度
編成したら変えてはならない文書」という
硬直化したネガティブなイメージがあり，
動態化による学校改善を図ったということ
である ( 中留武昭，2005)。中留の調査・研
究から早 10 数年を経過したが，程度の差
こそあれ，多くの学校では，依然として「静
態的な教育課程観」のままであるというの

は言い過ぎであろうか。
教育関係者は，今次の改訂を児童生徒の
仕事・社会への円滑な接続を図る学びの実
現の好機と捉え，校内で熟議を重ね，校種
をつなぐ連携した取組としていかなくては
ならない。

３　おわりに
最後に，溝上による興味深い調査研究が
行われていることを紹介する。溝上によ
れば，「質的転換答申」を経て大学ではそ
の成果も明らかになっているところであ
るが，大学生になってからではなかなか
態度変容できない高校生が存在することも
明らかになっているとしている ( 河合塾，
2014）。溝上は，高校時代までにタフなコ
アが出来上がっているのではないかとい
う仮説を立て，平成 25 年から高校２年生
を 10 年間にわたって追跡する「学校と社
会をつなぐ調査」を実施している ( 溝上責
任編集，京都大学高等教育研究開発推進セ
ンター・河合塾編，2015）。仕事・社会へ
の円滑な接続を図る校種をつなぐ学びのリ
レーの観点から，今後の研究報告に注目し
たい。

【引用文献】
河合塾編 (2014)．「学び」の質を保証するアクティ
ブラーニング－３年間の全国大学調査から－
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溝上慎一 (2014)．アクティブラーニングと教授学習
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溝上慎一責任編集，京都大学高等教育研究開発推
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学，社会で成長するのか「学校と社会をつなぐ調査」
からわかった伸びる高校生のタイプ．学事出版
溝上慎一編 (2016)．高等学校におけるアクティブ
ラーニング：理論編．東信堂
中留武昭編著 (2005)．カリキュラムマネジメントの
定着過程―教育課程行政の裁量とかかわって．教
育開発研究所
田村知子編著 (2011)．実践・カリキュラムマネジメ
ント．ぎょうせい



１　「子ども」について
戦後まもない 1947 年に児童福祉法は
施行されたが，50 年以上経過して初め
て 1998 年に大幅な改正がなされ，続いて
2004 年，そして昨年（2017 年）にも大き
な改正がなされたところである。また，同
様に少年法も 1948 年に施行，50 年以上経
過した後 2000 年，2007 年，2008 年，2014
年と大幅な改正が続いている。一方，2000
年に施行された児童虐待の防止等に関す
る法律は，当初から附則による改正が義務
付けられ，現在に至るまで何度も改正が積
み重ねられてきている。さらには，教育基
本法も 2006 年に改正され，これを受けて
学校教育法も 2007 年に大きく改正された。
近年続くこうした「子ども」をめぐる法律
の改正は何を意味するのだろうか？
筆者は，「大人」が「子ども」像を社会
全体で共有できなくなってきていることが
その背景にあると考えている。既に「子ど
もはそういうことはしてはいけない」，あ
るいは「そういうことは大人になってから
しなさい」という叱り方を聞かなくなって
久しい。「そういうこと（＝「子ども」が
してはいけないこと，あるいは「大人」に
なってからすること）」が私たちの間で共
通理解されていないからであろう。
もともと学校における生活（生徒）指導，
更にはより広く社会におけるルールやマ
ナー，道徳といった面において，指導の指
針とも言うべきものがはっきりと明示され
ていたわけではない。学習指導においては

教科書という明示された指針があるのに対
して，生活（生徒）指導においてはそうし
たものは存在しなかった。それでも学校に
おいて，更には地域社会において，「大人」
が「子ども」を指導できていたのは，「子
どもはそういうことをしてはいけない」と
いう「子ども」像を社会全体で共有できて
いたからと考えられる。
しかし，今や「子ども」に対するしつけ
や指導がままならない。例えば，「子ども」
が知らない大人に声をかけられた場合につ
いて，どうしつけたらよいのだろう？
また，「子ども」の性に対する行動（態度）
は，どのように指導したらよいのだろう？
私たち「大人」が，共同つまりはチーム
として「子ども」に向かうことが注目され
ている今，「子ども」がしてはいけないこと，
あるいは「大人」になってからすることを，
あらためて考え直して共通理解をもたなけ
ればならない。

２　学校教育について
人類史から見れば，学校教育は「子ども」
から「大人」への移行（発達）を援助する
機関と定義できる。初期共同社会に存在
していた「イニシエーション（通過儀礼）」
から，社会の発展に伴って「子ども」を「大
人」へと社会化するための移行期間とその
過程が誕生する。その第一が中世身分制社
会の徒弟制であり，第二が近代市民社会の
学校教育である。
近代市民社会における学校教育は，「大
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人」になるためには「読み，書き，そろばん」
が必要な知識であり，それを教えるのが学
校であるというところから出発している。
当然，「子ども」像（＝「読み，書き，そ
ろばん」ができない）と「大人」像（＝そ
れらができる）の違いがはっきりしていて，
その道筋（＝できるようになる）が示され
ていれば，学校の役割は自明である。上記
１の議論からすれば，学校教育のスタート
は非常にわかりやすい役割を社会から委託
されたことになる。
こうして「子ども」期が延長されたこと
によって，「子ども」から「大人」への移
行期間が長期化し，その移行期間を保護し
援助する教育期としての学校制度が生み出
された。そもそも学校教育は「子ども」か
ら「大人」（＝「学校」から「社会」）への
移行を支援する機能をもって登場したこと
がわかる。しかし，21 世紀に入った現代日
本社会において，学校教育はどのような役
割を委託されているのだろうか？
繰り返しになるが，今「子ども」像（＝「子
どもがしてはいけないことは何か，子ども
ができないことは何か」），そして「大人」
像（＝「大人」になってからすることは何
か，「大人」にできることは何か）について，
現代日本社会に生きる私たちは共有できて
いない。そうした中で，「子ども」から「大人」
への道筋を描けないでいるようなものだ。
私たちが直面している課題は，「子ども」
像と「大人」像の共有，それを踏まえて「子
ども」から「大人」への移行の道筋を描く
こと。そのための議論を始めて，たとえ困
難であろうとも共通理解を目指さなければ
ならない。
「子ども」から「大人」への移行を支援
する機関としての学校教育が，何よりもし
なくてはならないことはこうした議論であ
り，そしてその議論を踏まえた共通理解で
はないだろうか。それこそが「チームとし
ての学校の在り方」の基盤であり，それな
くして「チーム」と言えるのだろうか。

３　子どもは誰が保護するのか？
「子どものセーフティネット」を考えるに
あたって，あらためて誰が子どもを保護す
るのかという問題にもふれておきたい。長
い間，人類は子どもを共同で，いわば社会
全体で保護し，養育していたと考えられて
いる。子どもがその生物学的な両親に養育
されるようになったのはごく最近のことで
あり，それが近代家族（＝核家族）にあたる。
いわば，「子ども」期の延長を生み出した近
代市民社会の両輪こそが，学校教育と近代
家族なのである。「子ども」は生産活動を免
除されて，「大人」への移行のための準備期
間（＝教育期）を与えられ，家庭と学校で
保護されるようになったのである。
紙面の都合上で限定されるが，「子ども」

を保護する費用，そして「大人」にするた
めの費用は誰がどのように負担するのか，
についても議論しておきたい。日本では，そ
の費用負担は親＝保護者が当然負担するも
のと認識され，先進諸国の中でもこの教育
費をはじめとする子どもにかかる費用を家
庭（保護者）が負担する割合が高いことで
知られる。そして，こうした在り方が少子化
問題や、貧困の連鎖を含めて子どもの貧困
問題に直結していることはいうまでもない。
一方で，過疎化対策・少子化対策として
子どもの医療費や給食などの費用を自治体
が負担する動きが広がっている。また，今
提唱されている「子ども保険」の議論もあ
る。こうした費用面も含めて，日本社会全
体が「子どもは社会で育てる」という方向
を目指しつつある中で，「子どものセーフ
ティネット」や「チームとしての学校」を
位置付けていくことになるのだろう。

【引用文献】
保坂亨（2010）「いま，思春期を問い直す」
東京大学出版会
中澤渉（2014）「なぜ日本の公教育費は少ないのか」
勁草書房
小野善郎・保坂亨 (2016)「続・移行支援としての
高校教育」福村出版
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1　児童福祉法の改正
児童福祉法について，教育関係者の方々
がどの程度関心を持たれているのかはわか
らないが，昨年，本法律が大きく改正され
たことについては，是非とも知っておいて
欲しいところだ。
そもそも児童福祉法は，戦後の混乱期，
当時の重大問題であった浮浪児対策を念頭
に「児童保護法案」として立法の準備が進
められていたが，議論の末，法の対象を全
ての児童に及ぶよう再構成した上で，昭和
22 年に制定されている。その第 1 条及び
第 2条は，児童福祉の根本原理とされてい
て，第 3 条で，「前 2 条に規定するところ
は，児童の福祉を保障するための原理であ
り，この原理は，すべて児童に関する法令
の施行にあたって，常に尊重されなければ
ならない」と明記された。ここで言う「児
童に関する法令」の中には，教育基本法や
学校教育法，社会教育法等も当然含まれる
が，今回の改正では，法律制定後初めて根
本原理に手が加えられた。教育関係者にも
知ってもらいたいと思う所以である。
根本原理にかかる最も大きな改正点は，
児童を権利の主体者として位置付けた点で
あろう。すなわち，第 1条に「児童の権利
に関する条約の精神にのっとり」という文
言が加えられ，文末が「（児童は）福祉を
等しく保障される権利を有する」という形
で結ばれたのである。この点につき，改正
前は「（児童は）生活を保障され，愛護さ
れなければならない」との表現に象徴され

るように，児童を保護されるべき存在とし
て捉えていた。ある意味では，180 度の転
換と言えなくもない。

２　子どもが考える子どもの権利
ただ，子どもの権利を尊重するといって
も，お題目を並べるだけでそれが可能とな
るわけではない。
夏休みの自由研究で，小学６年生の男児
が，「子どもは幸せか」と題して「子ども
の権利条約」について考えたことがあった。
例えば，「18 歳未満なのに，中学生は大人
と同じ運賃を払わねばならない。これは権
利条約第１条（児童とは，18 歳未満のすべ
ての者をいう）に反している可能性がある」
というのである。最寄り駅を訪ねて駅員さ
んに訊くと，そこは子どもの自由研究であ
る。多忙な中，突然の質問に戸惑いながら
も，親切に調べて次のように回答してくれ
た。
「なぜ，中学生が大人なのかというと，『鉄
道運輸規程』に定めてあるからです」
当の小学生は何となく納得した様子だっ
たが，果たして「規則だから」ということ
で質問に答えたことになるのか。せっかく
調べて頂いた駅員さんには申し訳ないが，
「なぜ」についてはわからないままであっ
た。
あるいは，次のような疑問。
「僕の家の近くの公園は広いのに，ボー
ル遊びをしてはいけないと言われるので自
由に遊べない。これは権利条約第３条（児

川
かわさき

﨑二
ふ み ひ こ

三彦子どもの虹情報研修センター　センター長

子どもの権利
　　　　　　　　　～子どもの最善の利益とは～
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童の最善の利益の考慮）に反している可能
性がある」
今度は市役所に出向き，公園緑地課の人
に尋ねると…，
「公園はボール遊びをするところではあ
りません。それに，赤ちゃんからお年寄
りまでみんなが使うところなので，ボール
遊びは危ないと考えて禁止と決まったので
す」
やはり，懇切丁寧に回答してくれた。こ
れには件

くだん

の小学生も，「ふうん，なるほど」
と頷きつつ，「でも，思う存分遊びたい気
持ちはどうしたらいいんだろう」との思い
が，依然として消せなかったようであった。

３　子どもの意向と子どもの最善の利益
ここまで，ある意味ではごくありふれた
子どもの疑問を取り上げてみたが，何を隠
そうこの小学生は，今はもう成人した私の
愚息である。それはともかく，子どもの一
面的な見方や知識不足にもかかわらず，問
われた大人たちの誰もが真剣に答えようと
していたことは疑いない。権利条約第 12
条を私流に解釈すると，「意見を聞いても
らえる権利」となるので，少なくともこの
自由研究は，回答した大人たちによって子
どもの権利が尊重された確かな例であると
言って間違いないだろう。
だが，私の本来業務である児童虐待の問
題にかかわっていると，いつも悩ましい思
いにとらわれるのが，子どもの意見や意向
をどう扱うかということだ。
日曜の午後，小学校の担任教師が，雨中
に校庭で佇

たたず

む 4 年生の男児を発見した。事
情を訊くと，「夕方まで戻るな！」と言わ
れ，家から出されたのだという。教師はそ
の時の様子から虐待を疑い，児童相談所に
連絡したところ，すぐにケースワーカーが
駆けつけた。ケースワーカーも，このまま
自宅に帰すことは適当でないと考え，児童
相談所に附設している一時保護所には寝泊

まりできる設備があることを説明し，優し
く誘った。だが，
「行きたくない」
と，当の小学生が応じないのである。彼に
すれば，見たことも聞いたこともない一時
保護所に突然誘われて判断に迷っただろう
し，勝手に行って保護者がどう思うかも心
配だっただろう。そこでケースワーカーは，
小学生の意思を尊重して一時保護を断念
し，今後は注意深く見守っていくこととし
て，この日は担任が自宅に送り届けたので
あった。
だが，その後しばらくして，この小学生
は父の暴行によって死亡する。そのため一
時保護をしなかった児童相談所は厳しく批
判された。というのも，児童相談所長が行
う一時保護は，本人や保護者の意思を問う
ことなく行うことができるとされているか
らである。

４　大人たちの議論
ここで問題となったのは，「子どもの意
向」と「子どもの最善の利益」の対立だ。
児童虐待の問題は生死に関わる重大問題で
あり，子どもの気持ちにより添うだけでは
済まされないのである。
だが，改めて考えると，そこまで深刻で
なくとも，私たちは，こうした場面に日常
的に遭遇しているのではないだろうか。子
どもの疑問，子どもの＜なぜ＞に真摯に向
き合い，子どもの意向を尊重しながらも，
子どもの最善の利益が何かを考える。簡単
ではないが，その都度，皆で議論し，多面
的な考え方を共有していくことが求められ
ているのである。
学校内で自由闊達に議論して得られた結
論であればこそ，おそらく色合いの違う意
見が隠し味として包み込まれて，奥深い，
奥行きのある教育の実践が生まれると，私
は信じている。
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１　はじめに
本県では，平成 27年度から平成 31年度ま
でを計画期間とする第２期千葉県教育振興基
本計画「新　みんなで取り組む『教育立県ち
ば』プラン」を策定し，今年で３年目を迎える。
既に御承知だと思われるが，本プランは，３
つのプロジェクト，17の施策，60 の取組から
構成されている。
今回の教育事情テーマが，「子どものセー
フティネット～チームとしての学校の在り方～」
ということで，本プランに掲げられている千葉
県における生徒指導推進の取組を，いくつか
御紹介したい。

２　千葉県のいじめや不登校等の対策
プロジェクトⅡ　「ちばのポテンシャル（潜
在能力）を生かした教育立県の土台作り～元
気プロジェクト～」では，学校におけるいじめ
防止対策の推進として，以下の３つの事業を，
指導課と知事部局等が連携協働して取り組ん
でいる。

いじめや不登校等の未然防止，早期発見・
解決に向け，これらの事業への取組を通じて，
児童生徒が安心して学校生活が送れる環境
づくりを推進していくことを目標としている。
この目標を実現させるためにも，指導課生
徒指導・いじめ対策室は，子どもと親のサポー
トセンターはもちろんのこと，学事課，県民
生活・文化課，県警本部少年課等が，様 な々
形でチームを組んでいかなければならないと
認識している。

３　組織的な教育相談体制づくり
文部科学省初等中等教育局長の諮問機関
である教育相談等に関する調査研究協力者
会議は，「児童生徒の教育相談の充実につい
て～学校の教育力を高める組織的な教育相談
体制づくり～」として報告をまとめた。
この報告の注目すべき点は，今後の教育相
談体制の在り方として，スクールカウンセラー
（以下「ＳＣ」という。）及びスクールソーシャ
ルワーカー（以下「ＳＳＷ」という。）の役割
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よりよい支援を行うための
　　　　チーム学校の在り方について

県教育庁教育振興部指導課生徒指導・いじめ対策室

(1) 学校への支援体制の強化
　・スクールカウンセラーの配置
　・スクールソーシャルワーカーの配置
　・スクールサポーターの配置
(2) 相談体制等の充実
　・子どもと親のサポートセンター等における
　　相談事業
　・ネットパトロールの実施

(3) 学校におけるいじめ対応力強化等
　・いじめ問題対策支援チームの派遣
　・いじめ問題対策リーダー養成集中研修
　・いじめ防止啓発資料
　・いじめ防止対策推進条例に基づく調査会等
　・教育支援センターの整備促進等に関する調査
　　研究事業
　・【新規】不登校対策指導資料集の作成



が明確化された点である。以下，学校への支
援体制の強化の取組の一部を紹介する。
県教育委員会では，平成 13 年度から臨床
心理の専門家としてＳＣを，平成 20 年度から，
福祉の専門家としてＳＳＷを配置している。
配置開始から17年目に入ったＳＣ配置事業
は，存在意義についての認識が深まり，連携
を図りながら有効活用できており，学校から
配置日数や時数を増やして欲しいと要望があ
る。
一方，ＳＳＷも，これまで学校現場に不足
していた関係機関との連携に関する業務を担
うことができるということや，学校だけでは解
決が困難な事例も増えているため，そのニー
ズが高まってきている。ＳＳＷは，地区不登
校等対策拠点校（県内 12 校）に配置されて
おり，担当エリアにある学校からの要請に応
えている。県教育委員会としても，ＳＳＷを
必要としている児童生徒や家庭に対して，支
援の手が届くように，配置事業の充実に努め
ている。学校現場でもＳＳＷの職務内容を理
解し，積極的な活用に努め，関係機関との連
携をより強化していただきたい。

これまで学校は，心のケアはＳＣに，関係
機関との連携はＳＳＷにと，その役割は個別
のケースへの対応が支援の中心になっていた

と思われるが，千葉県ＳＣ（ＳＳＷ）活用の
指針にも掲げているように，これからは，事
後の個別事案への対応・支援のみならず，様々
な問題の未然防止，早期発見，早期支援・
対応，さらには，事案が発生した時点からそ
の改善・回復，再発防止まで，一貫した支援
に重点を置いた体制づくりが重要とされる。　
学校内の関係者が定期的に情報を共有し，気
になる案件の洗い出しを行い，解決すべき問
題のある事案については，支援・対応策を検
討するケース会議を行うとともに，関係機関と
連携した体制づくりの重要性についても認識
を深めていく必要がある。
また，ＳＣには学級や学校集団に対する援
助，ＳＳＷには学校の状態やニーズを把握し
た見立てや働きかけが求められる。ともに個
への対応のみならず，学校全体の実態を踏ま
えた支援が重要な職務となる。
学校は校長のリーダーシップの下，学校全
体の児童生徒の状況や支援の状況を把握し，
児童生徒の抱える問題の解決に向けて取り
組めるような体制づくりを進めていく必要があ
り，そのためにもチーム学校の一員としてのＳ
ＣやＳＳＷから積極的に助言を受けるととも
に，問題の解決に向けて継続的かつ有効な
活用に努めるべきである。

４　終わりに
県教育委員会は，生徒指導推進事業を進
めていくために，ＳＣやＳＳＷだけでなく，ス
クールサポーター，スクールカウンセラースー
パーバイザー，生徒指導アドバイザー等，学
校に対してよりよい支援をするための意欲的な
人材の配置に努めている。
学校を支援したいと思っている人材を積極
的にチームの一員として迎え入れ，すべては子
どもたちのために，最高のチームを創って欲
しいと願う。
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〈SSWの想定される活用事例〉
　・児童生徒の発達に課題があるケース
　・家庭の養育能力や養育環境に課題があると思
　　われるケース
　・児童虐待が疑われたり，児童生徒がＤＶの影
　　響を受けていると思われたりするケース
・児童生徒の家庭に経済的な課題を抱えるケース
・校種をまたぐ問題を抱えるケース
　・警察，医療機関，福祉機関，役所等と連携が
　　必要なケース
　・職員や保護者が研修を受けたいケース　等



１　はじめに
高度情報化社会の進展は，ビジネスのみな
らず，私たちの生活そのものを大きく変えよう
としている。教育の在り方もまた例外ではなく，
変化への対応が求められている。
柏市では，これからの社会を生き抜くため
に必要な力を「学び続ける力」と捉え，学び
を継続させるために必要な「学ぶ意欲」と「学
ぶ習慣」を育むために，「学びづくりフロンティ
アプロジェクト」をはじめとする，様 な々施策
を行っている。「学ぶ意欲と習慣」はマズロー
の欲求段階説から見ると，自己実現欲求，す
なわち高次の欲求であり，生理的欲求や，安
全欲求といった基礎的な欲求が満たされて初
めて実現するものである。しかし現実には，「児
童虐待」や「子どもの貧困」，「いじめ」や「学
級崩壊」といった様 な々問題が山積し，子ど
もたちを苦しめている。子どもたちが安心・
安全に生活できる基礎を確立させることこそ
が，「学ぶ意欲と習慣」を下支えすることにつ
ながると考える。

２　学校支援体制の確立
柏市では平成 25 年６月に「柏市児童虐待
及びいじめ防止条例」が制定された。「虐待」
と「いじめ」を併記したのは子どもが抱える諸
問題を市長部局と教育委員会で連携して支援
し，解消に努めようとする意図からである。　
この条例を受けて，「柏市いじめ防止基本
方針」を策定し，教育委員会内の各課・所・
室が横断的に協働する，正にオール教育委員
会の体制づくりを進めてきた。さらに，平成
28 年度より市内児童・生徒の生活面，安全面
を集約し，長期欠席，いじめ防止，教育相談，
学校安全対策を強化するために，指導課内
に生徒指導室を設置した。協働体制のリー
ダーシップを果たすことが目的である。複雑
化・多様化する諸問題をもはや学校だけが抱
えて解決することは不可能であり，医療・司法・
福祉・心理等様々な専門家による正確なアセ
スメントと適切な対応による学校支援が必要
不可欠である。学校が子どものセーフティネッ
トとして機能を果たせるよう，支援体制の強
化を進めてきた。

３　専門職員の派遣・配置
まず「いじめ防止対策推進法」に基づく「柏
市いじめ問題対策連絡協議会」を設置した。
この協議会を年に３回実施し，児童相談所，
法務局，人権擁護委員会，警察署等の関係
各機関との連携を推進するのと同時に，会議
には医師・弁護士・臨床心理士・学識経験者
（大学教授）を招聘し，学校現場の抱える現
状や学校に対する支援等に対する意見を求め
ている。更に必要に応じて様々な専門職員を
学校に派遣・配置している。各学校が実施す
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子どものセーフティーネット
　　　　　　　　　～学校を支える教育委員会の取組～

柏市教育委員会



るケース会議や具体的な調査，保護者・児童
生徒への対応等において，学校を支援するの
が目的である。
⑴生徒指導アドバイザー
生徒指導や学級経営に知見の高い退職校
長を再任用で雇用し，各学校を巡回訪問し各
校の状況を把握し個別支援を行う。特に小学
校は初任者や講師等，経験の浅い職員がいき
なり担任を持たざるを得ない状況がある。学
級が機能しなくなる前段階で支援に入ること
で効果を上げている。平成 29 年度は９名の
体制で実施している。
⑵スクールサポーター
警察での勤務経験のある人材をスクールサ
ポーターとして雇用し，必要に応じて配置する。
反社会的行動や触法行為に対する個別対応
等の学校支援を行う。平成 29 年度は３ペア
で６人の体制で実施している。
⑶スクールカウンセラー及びスクールカウ
ンセラースーパーバイザー
児童生徒及び保護者等への啓発活動の講
師として，また臨床事案の個別支援や，重大
事案や緊急事案への対応を行う。スーパーバ
イザーはカウンセラー全体を統括する。平成
29 年度は７人の体制で実施している。
⑷スクールソーシャルワーカー
いじめや不登校，暴力行為，児童虐待等
児童生徒が置かれた環境（家庭，友人関係等）
に対し，福祉の視点からの訪問による働きか
けを行う。また児童相談所等の関係機関との
連携・調整を行う。平成 28 年度より新設さ
れた。平成 29 年度は４人の体制で実施して

いる。
学校や関係する保護者等からの要望がある
場合には，これらの専門職員と教育委員会の
指導主事がチームを組み「柏市問題対策支援
チーム」として各学校を支援する体制を整え
ている。何より大切なことは初期対応である。
初期対応を誤ったために，問題が重篤化する
ケースや，問題が重篤化して初めて報告・相
談されるケースもある。学校は教師が孤立し，
一人で問題を抱え込むことがないように，校長
のリーダーシップのもと組織的に問題に取り組
むことが重要である。更に教育委員会は学校
が問題を抱え込むことがないように，学校の
ニーズに応えるべく様々な人的支援と情報収
集を行っている。

４　今後にむけて
「柏市いじめ防止基本方針」は策定から３
年を迎え，今回見直しを行った。この３年間
にも，学校や子どもたちをめぐる新たな諸問
題が発生し，状況は激変している。例えば「性
同一性障がいや性的指向・性自認に係る児童
生徒への理解と対応」の問題は，もはや看過
できない段階にきている。当該児童生徒への
無理解や偏見等がその背景にあるために，自
殺念慮の割合が高くなることが指摘されており
（内閣府「自殺総合対策大綱」），教職員の理
解促進は急務である。柏市では今年度より３
年間かけて，全ての教職員を対象に研修を実
施する計画である。またＳＮＳ等インターネッ
トを介したいじめや触法行為も後を絶たない。
スマートフォンの所持率も年々高まり，低年齢
化も進んでいる。
今後も高度情報化社会はますます進展し，
学校現場も変化への迅速な対応が求められ
る。生徒指導室の役割は，学校現場に足を
運び，管理職や教職員，そして保護者や児童
生徒の声に真摯に耳を傾け，早期に的確な対
応策を提示していくことである。学校が子ども
にとってのセーフティネットであるために，チー
ムとしての学校を全力で支えていきたいと考え
る。
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１　はじめに
本校は，昭和 59 年に開校し，34 年目を迎
えている。私は，本校に着任して２年目にな
るが，11年前まで７年間，本校で担任をして
いた。昨年度は10 年ぶりに戻ってきた嬉しさ
や感謝の思いを込めながら学校運営を行って
きた。
開校当時は 500 名を超える児童が在籍して
いたが，年々減少し，私が担任として在籍し
ていた平成 12 年当時が最も少なく，その後
は少しずつ増え現在は 388 名である。
学級数は，普通学級 12，特別支援学級２，
合計14 学級。今年度から言語通級指導教室
《巡回指導》が開設された。
本校児童の特徴は，明るく・元気で人懐っ
こい児童が多い。また，言われたことは素直
にやろうとするが，指示を待っていることも多
いと感じている。本校だけでなく，最近の子
どもたちをみていると，依存的で問題解決力
が弱くなってきていると感じている。
昨年度は，学校（児童や保護者，教職員）
の様子や地域のことを把握するのが精一杯で
あった。今年度は２年目であり，積極的に学
校運営を充実させたいと努力している。

２　教職員の意識のベクトルを合わせる
⑴『明るく・仲よく・元気よく』
これは，本校が開校してからまもなく，目
指す学校像として設定されたそうである。尾
崎っ子のスローガンとして大きな看板が作ら

れ，今でも昇降口の上に掲示されて尾崎っ子
を毎朝迎えている。
今年度も，尾崎っ子だけでなく，私たち教
職員自らが『明るく・仲よく・元気よく』子ども
たちと接することの大切さを確認しあった。
⑵学校教育目標の刷新
社会の構造的な変化の中で，未来に生きる
子どもたちの成長を支える教育の在り方を位
置付けた新学習指導要領が公示された。そこ
で，新学習指導要領が目指すものや本校児
童の実態・課題等を踏まえ，本校の学校教育
目標を刷新し，全教職員と共通理解したうえ
で学校運営を行っていくように心掛けた。
学校教育目標

⑶保護者と共通理解を図って関わる
４月に開催される授業参観前の保護者全体
会で，学校教育目標について説明するととも
に，子どもたちが見せる３つの顔の話を通して，
子どもたちの成長のために学校（担任）と保
護者が共通理解を図り，互いに関わることを
呼びかけた。

３　若手教職員の育成
担任の年齢は，14 学級中，主任層平均 53
歳，主任以外の平均は 29 歳である。また経
験年数については，主任層平均 30 年，主任
以外の平均は５年である。さらに，５年経験

主体的に学びに向かい，
仲間と協働できる児童の育成
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者以下の担任は５名在籍している。したがっ
て，若手教員の育成が急務である。基本的に
は，日常のＯＪＴ推進を心掛けているが，以下
の３点を通して育成していきたいと考えている。
⑴校内研究を通して育成
①指導案検討会
主に，学年や学団で検討会を行うことによ
り，少人数で意見を出し合い研修を深めるこ
とができる。
②事前授業
ベテラン教諭が事前授業を行うケースが多
いが，ベテランの授業を参観する貴重な機会
となっている。
③研究授業
成果や課題を出し合い，研修を深める中で
授業力向上を図ることができる。
⑵モラールアップ委員会で育成
若手職員のモラールを向上させることによ
り，その勢いを学校運営に生かすとともに教
職員としてのモラルの向上を図り教師力を高め
ていきたい。
①年間計画の立案
研究授業，不祥事防止研修，情報交換，
懇親会，レクリエーション等の内容で年間計
画を立てて実施する。
②若手授業研究会の実施
教職ライフステージ研修と連動させた授　
業研究を実施する。
③先輩職員からの講話
ベテラン職員から，学級経営や教科指導・
生徒指導・特別支援教育等をテーマに話を聞
く機会を設ける。

４　子どもたちが，主体的に取り組む活動
⑴たてわり活動の充実
たてわり遊びやたてわり給食会，全校たて
わり集会等を通して，人と関わる喜びや自己
有用感を獲得させる。

⑵尾崎っ子まつりの充実
11月に，半日授業参観として『尾崎っ子ま
つり』を実施している。（午後はＰＴＡバザー
や模擬店が行われる）尾崎っ子まつりの内容
は，教科や総合的な学習の発表の場として，
子どもたちが主体的に活動できるようにしてい
る。
今年度は，「育てようとする力」を年度当初
から決めることを促した。そのことにより，必
要なことや指導しなければならないことが見
えてくるので，今後の計画や活動がスムーズに
行われることを期待している。また，保護者
や児童への発表という形になるので，少しで
も見ている人たちが満足できるよう学年にふさ
わしいプレゼンテーション力を身に付けさせた
いと考えている。

５　おわりに
校長として一番大切なことは，職員をはじめ，
子どもたちや保護者・地域の皆様からの信頼
を得ることだと考えている。そのためには，子
どもの成長と幸せをいつも心の真ん中に据え
て物事を判断していくことである。そして，「子
どもたちにとって最大の教育環境は教師自身
である」との言葉のとおり，子どもたちの成長
や幸せのためには，私たち教師の成長が一番
大切である。全ては子どもたちのために努力
していきたい。
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１　はじめに
本校学区はかつて漁業が盛んであった土地
であるが，現在は京葉工業地域に位置してい
る。そのため地元で育った人，転入してきた人，
工場で働く人，外国人等，様 な々方々が生活
をしている。
今年度本校全校児童は 327名であり，そ
の内の 88 名が外国人児童で，全校児童の約
27％を占めている。出身国や使用言語も様々
であり，日本語での日常生活に支障のある児
童も多い。さらに，日本語での意思疎通が難
しい保護者も多い。そうした本校の実態を踏
まえ，新任教頭として学校教育目標具現化の
ために，どのように取り組んでいくべきなのか，
悩み模索を続ける毎日である。①学力の向上　
②心の成長　③体の成長の３点と保護者・地
域・中学校区との連携の視点から，特色ある
学校づくりと教頭の役割と取組について述べ
たいと思う。

２　３つの柱（知・徳・体）
⑴基礎学力定着への取組
本校では基礎学力定着を目的として，日々
の授業実践の他に朝自習の時間を使い，週３
回を読書タイム・週２回をドリル学習の時間と
して取り組んでいる。その他市より派遣されて
いる基礎学力定着特別講師，学習サポーター
の先生方と協力し，主に算数で少人数指導を
行っている。また，週１回放課後の時間を使い，
全教職員で協力し補習授業を行っている。更

に日本語での日常生活に支障のある児童のた
めに，日本語指導担当教員，及び市派遣の
日本語指導協力員と連携し，日本語指導が必
要な児童の取り出しによる日本語指導を行っ
ている。
そのような取組において，私は教頭の役割
として，それぞれの取組に担当者を割り当て，
取組方法等について効果を検証しながら定期
的に協議を重ねている。また，教諭・講師・
市嘱託職員・ボランティア等様 な々立場の方々
が混在しているため，その連携と調整を行い，
児童の基礎学力向上のための取組が効果的
になるよう努めている。
⑵人の役に立ち思いやりのあるねばり強い
子の育成
日々の教育活動において，「人の役に立つ
行動をする」をキーワードとし，認め合う学校
づくりのための取組を行っている。児童会を
中心とした「いじめゼロ運動」や感動体験の
ある学校行事の創出等，多種多様な個人をお
互いに認め合い，豊かな人間関係づくりを推
進している。また，防災教育においては地域
との合同防災訓練を行うなど，地域との連携
を中心に，安心・安全な学校づくりを推進した。
いのちを大切にする道徳教育，そして「自
分の命は自分で守る」を合い言葉に，「自助・
共助」の気持ちの育成を図っている。
これらの取組においても，教頭として学校
行事や児童会の取組の検証，地域やPTAと
の連絡調整を行い，少しでもスムーズで効果
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的な教育活動が行えるように努めている。
⑶元気でたくましい子の育成
運動会・マラソン記録会・縄跳び記録会等
体育的行事の充実と，体育の授業における各
体育カードの活用等を通して，児童の体力向
上・運動能力向上を図っている。
また，家庭と連携した基本的な生活習慣の
定着にも課題がある。夜間仕事に出る家庭も
多いため，宿題・家庭学習・食事・就寝時間・
起床時間等の生活習慣の確立ができていな
い児童が多い。
教頭の役割として，学級担任との連絡を密
に取り，児童個々の特性や事情に合わせた取
組を進めている。また保護者との協力が必要
な時，場合によっては担任と教頭の２人で家
庭訪問するなどの連携を行っている。生活面・
体力面・食育も含めて，日 「々元気でたくまし
い子の育成」を推進している。

３　保護者・地域・中学校区との連携
⑴保護者・地域との連携
保護者・地域との連携は，子どもたちの
健やかな成長のために必要不可欠なものであ
る。その中心の一つにＰＴＡ活動があり，運
動会など学校行事への協力・資源回収やバ
ザーなどの取組が行われている。保護者の
方々は大変学校に協力的であり，学校教育の
支援を目的に熱心に活動を行っている。
地域も大変学校に協力的であり，毎日の
交通安全指導や図書の読み聞かせ，環境整
備活動等に積極的に参加してくださっている。
また，町会主催の祭事への招待等，町会長を
中心とした学校教育活動の支援や歴代 PTA
会長の方々の学校支援活動なども行われてい
る。
そのような様々な方々の学校への思いは強
く，大変ありがたいものであるが，その思い
を受け止めながら，いかに調整していくかが

重要である。そしてその地域からの支援が子
ども達にとってより効果的なものとなるよう，
取り組んでいくことが教頭の役割であると考え
ている。
⑵中学校区との連携
中学校区での学校間連携にも力を入れてい
る。進学先中学校，及び同じ中学校に進学
する他の小学校との定期的な情報交換・生徒
指導会議・授業参観・中学校による出前授業
等の取組を行い，中１ギャップの解消や中学
校生活への意識付けなどを図っている。
また，児童生徒に関する情報を共有するこ
とにより，生徒指導面での支援にも活用して
いる。
このことに関しては，教頭として連絡調整
を図るのはもちろん，リーダーシップをとり積
極的に必要な支援について提案していく必要
性を感じている。

４　おわりに
「強い意志を持つ　心豊かで　たくましい
子の育成」が本校の学校教育目標である。
学校長の経営ビジョンの具現化のため教頭
として果たす役割は多い。子どもたちと最も
接する機会の多い学級担任を支援し，若年
教員を育てながら，子どもたちへの支援も考
える必要がある。また，地域や関係機関など
外部との調整を行い，子どもたちにとって効
果的な取組を考えていく必要がある。
まだまだ至らない部分が大変多く，校長先
生，そして教職員に支えられてばかりであるが，
私の今までの経験や研修等で培ったことを生
かし，多くの方 と々の連携を密にしながら，子
どもたちの健やかな成長のために，努力を重
ねていきたい。
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１　はじめに
自然豊かな本校は，地域の方々の愛情に
たっぷり包まれて，創立 144 周年を迎える。
身も心も洗われるような環境の中で，勤
務できることに感謝の思いで一杯である。
全校児童 120 名。担任と兼任しているた
め，教務主任としての校務は十分とは言え
ないが，校長・教頭の指導のもと，全児童
の幸福のために，全職員の連絡・調整に取
り組んでいる。

２　心を耕す読書を軸に
⑴一人 100 冊読破
本校は，国語科を核とした授業研究を継
続し，39 年目を迎える。一年間に一人 100
冊・全校で一万冊の読破を目指し，朝のチャ
レンジタイムには，週３回の読書を位置付
けた。学校司書の協力を得て，一週間に一
人５冊の貸し出しを行っている。
⑵家庭学習カードの充実
全国学力・学習状況調査の結果を基に，
毎年家庭学習カードの改善を重ねてきた。
その意図を理解し，保護者の方には進んで
協力をいただいている。目指す家庭学習の
時間を明記し，教科書の音読，今月の詩，
読書，新聞の購読，パソコン，ＴＶ，スマ
ホ等の時間を決める，宿題・鉛筆を削る等，
学年に合わせた項目を児童が振り返ること
で，全校の家庭学習が定着してきた。

３　一流に出会う
芸術の道で活躍する一人芝居の雲母（き
らら）さんが，児童への読み聞かせのため
に，週に一度来校してくださる。
また，３年生の農家の仕事，４年生の調
べ学習，２分の１成人式，６年生のキャリ
ア教育等を絶好のチャンスと捉え，一流の
ゲストをお迎えしている。例えば，元全日

本サッカー選手の母，ディズニーキャラク
ター原型師，絵手紙の先生，八千代市中央
図書館館長，ソプラノ歌手等である。本物
に出会う大切さを児童の目の輝きから実感
する。
また，「こども県展」に取り組むため，
初若年職員に声をかけ，皆で美術館へ出掛
けた。自ら本物に出会い，一流に触れるこ
とで，子どもたちの可能性を最大限に引き
出すことができるように，願いを込めて全
力で取り組んでいる。

４　見通しを持って
小規模校なので，一人の職員がいくつも
の校務分掌を担っている。誰もが見通しを
持ち，先手を打って教育活動に当たること
ができるよう，月曜日には再来週の週報を
発行。裏面には，教育新情報や児童・保護
者に役立つ記事を掲載し，活用できるよう
心掛けている。

５　終わりに
忘れられない恩師の言葉がある。
「どんな子であれ，誰しも，何かの才能
の芽をもっている。その芽を伸ばすための
最高の養分は，信じてあげることです。
人によって，早く芽吹く人もいれば，時
間がたってから，急に伸びだす人もいる。
しかし，いつかは必ず才能の芽が伸びる
ことを信じて，温かく見守り，根気よく励
ましを重ねていくことです。」
私はこの言葉に応えるため，初任以来，毎
年「子どもの成長を伝える学級通信の発行」
「一年間に１人100冊の読書」「必ず全員に受
賞の喜びを味わわせる」に挑戦してきた。
これからも，担任している子どもたちと，
本校職員の頑張りを心から讃え，エールを
送っていきたいと決意している。
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１　はじめに
本校では，児童の学力差が学習指導での
課題であった。そこで，「学力差を課題と
するのではなく，学力差に配慮した授業づ
くりができないか」「本校児童の児童相互
の関わりの良さを生かせる指導法はない
か」と考え，「算数科での学び合いによっ
て児童全員が『わかる・できる』学習指導」
を研究の柱とした。
　
２　研究の実践内容

本校の学び合いでは，教える側の児童が
「教えてあげるよ。」と声をかけるのではな
く，教えてほしい児童から「ねえ，ここど
うするの？」と質問することが大切である
と考えた。なぜならば，児童が友達の考え
方を受け身で聞いているだけでは，学びが
深まらないと考えたからである。
また，学び合いの前に，児童一人一人が

じっくり問題に向き合う時間を確保した。
最初から解き方を教わった場合と，自力で
考えた後で解き方を教わった場合とでは，
理解度が違うと考えたからである。
さらに，自分の考えをもたずに話し合い
をすると，友達の考えに流され，自分で考
えないままに終わってしまう姿も見られ
た。そこで，自力解決で問題に取り組んだ
後に，比較検討の場面で学び合いを行うよ
うにした。
加えて，児童全員が自力解決を行えるよ
う，全員で解決の見通しを共有した。それ
により，児童一人一人が自分の考えをもっ
て課題と向き合うことができ，話し合いに
も誰もが自分の考えをもって参加できるよ
うになった。
次に，比較検討では，「児童一人一人の
発言の機会を増やすペア学習やグループ学
習」「多様な考えに触れたり，本時のねら
いにせまったりする一斉学習」等，指導の
ねらいに合わせた学習形態を取り入れた。
これらの学習形態は，児童の発達段階及び，
本時のねらいや学級の実態に応じて組み合
わせて行った。

３　研究の成果
今回の実践では大きな成果が見られた。
例えば，「友達にわかりやすく説明できた
時が楽しい」「友達に教わって，わかった
時が楽しい」と学ぶ活動そのものを楽しみ
とする児童が増えたこと，友達に伝えるこ
とを意識して，ノートのまとめ方において
図や絵などが一目でわかるものになったこ
となどである。
この指導法は，算数でしかできないもの
ではない。今後は他教科でも応用しながら，
本校職員で作り上げた指導法が児童にも
職員にも財産として残るものにしていきた
い。

[ 本校での学習活動の進め方 ]

私 の 教 師 道

を

生かす
研修

湯
ゆあさ

浅　正
まさゆき

幸千葉市立源小学校教諭

本校の実態を生かした校内研究
～児童間の学び合いによる算数学習～



１　はじめに
教師生活も26 年目を迎え，いつの間にか
これまで多くの先輩方から教えていただき実
践してきたことを後進の先生方に伝達するよう
な立場となり，ここ数年，各種研修会の講師
を拙いながら務めさせていただく機会が増え
た。そのような中，本誌への寄稿依頼があり，
分不相応ながら若い先生方の授業実践への
一助になればという思いで，執筆をお受けし
た。以下，授業を創る上で特に私が大切に考
えていることを述べたいと思う。

２　三つの大切なこと
⑴「何を教えるか？」を大切に
私は，「どのように教えるか？」ということよ
りも「何を教えるか？」ということを，常に授
業前の自分に問うようにしている。相撲では，
本番前，相手の右の上手を取って投げようと
考えていたところ，体をかわされたため，左の
下手を取って押し出すということは，普通にあ
ることである。
これは，授業にも通じる部分があり，学習
の目的を達成するためには，いくつか考えた
方法の中からその場の状況にあった方法を選
択し，軌道修正をしながら進めていく，または，
場合によっては考えの中になかった方法がそ
の場で生まれて進めていく，そのような授業が
あってもよいと私は考える。むしろ「どのよう
に」ではなく「何を」を強く意識していると，
そのようになっていくことの方が自然であると
も感じている。何より，このような思いで授業

に臨むと生徒一人一人の反応にやりがいを感
じ，教師自身もわくわくするような楽しい気持
ちで授業を行うことができる。
また，よりよい授業が一つの方法だけでな
く何通りもあり，それを場に応じて使い分けら
れるようになればという気持ちを持つと，自分
の指導法の引き出しを増やそうという意欲にも
つながり，公開授業にヒントを探しに行ったり，
文献やインターネットで調べたり，最近ではデ
ジタル教科書を活用したりと，もうじき50 歳
を迎える私でも，新鮮な気持ちで新しい教材
開発・授業研究に臨めるようになる。「何を教
えるか？」というねらいは決してぶれることな
く，その都度，その場に適した指導法を年間
指導計画や評価規準との整合性は保ちつつも
工夫し模索していくことが，より楽しく充実し
た授業に繋がっていくと私は実感している。
⑵「実生活とのつながりは？」を大切に
私が担当している中学校理科の学習指導
要領では，「理科を学ぶことの意義や有用性
を実感する機会をもたせること，実社会・実
生活との関連を充実させること」が重視されて
いる。私は，授業を創る上で，実生活との関
連について，どのように扱えば生徒たちの驚
きや探求心に繋がっていくかを常に意識する
ようにしている。例えば，「穏やかな酸化」に
関する授業では，「熱や光を出さない酸化はあ
るだろうか？」という学習課題を設定し，鉄の
クリップが空気中や水中で錆びる実験を行わ
せる。そして，科学的な手順に沿ってレポート
を作成させる。[鉄は錆びた（結果）。加熱な
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しでも空気中で酸化は行なわれる（結論）。化
合は物質が触れあうことで起こるため，空気
中に含まれる酸素が鉄と触れあったからである
（根拠）。]　ここまでで，学習課題の解決は
なされるが，次に「では，この鉄のクリップが
錆びないような工夫を考え，班で相談してごら
ん。」と発問をする。すると生徒たちは，マジッ
クで表面を塗る，真空にした容器に入れる，
知識の豊富な生徒の中には黒さびで金属皮膜
をつくるなどの意見が出てくる。その後，可
能な限り生徒が計画した実験のサポートをし
てやる。そして，その実験から得られるものが，
身近な実生活にも役立っていること（本実験
では塗料等）に気付かせる。幸い，最近の教
科書は実生活との関わりについて，かなり多く
の参考資料が掲載されているので，これを効
果的に活用
し，実生活
との関わり
を明確に授
業に位置付
けていくこ
とで，生徒
の視野の広がりや思考の深まりにも繋がって
いくと考える。
⑶「なぜ勉強をするのか？」を大切に
「なぜ勉強をしなきゃならないか？」という
生徒の中に潜在的にある問いを，私は４月当
初の授業で考えさせるようにしている。そして，
いろいろ出された意見にコメントをした後，最
後に次のような話をしている。
「およそ200万年前，豊かだったアフリカの
森林に暮らしていた人間の先祖が，気候の変
化によって草原に出ていかざるを得なくなり，
そこで獰猛な肉食獣から身を守って生きのび
るために群れをつくるようになり，その中で争
いごとが起こらないようにルールを決め，更に
目や鼻の良いものは敵を監視する役，力の強
いものは相手と対峙する役，このように集団

の中での役割を決め，互いに支えあうことでよ
り安全に生き残る術を身に付けていった。そ
の後，足跡から敵の種類や位置を予測したり，
雲のようすから雨を予測したりする知恵も身に
つけ，それぞれの得意技や知恵を子どもたち
に教えるようになった。それが勉強の始まりで
ある。
だから昔も今も，人間は集団の中でのルー
ルを守り，自分の役割を果たし，自分の得た
技術や知恵を次の世代に残す。これが何万年
も前から引き継がれた人間の本分であり，君
たちが勉強をしなければならない本質的な理
由である。そして学校という社会は，その積
み重ねを行うための大切な場所である。
また，人間は『知恵』という武器を進化さ
せて最強の生物になったために，「知りたい」
という欲求にあらがえない性分となった。せっ
かくならば，その『知りたい』という欲求を趣
味や遊びだけではなく，授業や希望の職業へ
向けた取り組みに広げていくと毎日の生活が
より豊かになり，将来にも繋がっていく。その
知りたいという好奇心は，大人になると徐々
に薄れていくものであるため，『今，勉強する』
ことが大事である。」
このような話や，日本の産業構造，生計を
立てる苦労，偉人の生き方等の「そもそも論」
を考えさせ，自分なりの「なぜ勉強をするの
か？」という答えの一端を見出させることで，
しっかりと根の張った学習意欲の高まりにつな
がっていくと感じている。

３　おわりに
以上，この三つの問いかけを，授業に臨む
基本として，これからも熱意をもって生徒と共
に創りあげる授業を追い求めていきたい。
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私は２年目を迎え，昨年度の学級を引き続き担任している。６年生は行事も授業も濃密で，
充実した日々を過ごしている。子どもたちは日々変化し新たな面を見せてくれる。指導に難
しさや自分自身の力のなさを感じる場面も少なくないが，それでも，授業にわずかな手ごた
えを感じたときや，共通の話題で盛り上がったときの子どもたちの笑顔が私の原動力となっ
ている。
初任者研修では，たくさんの同期の仲間たちとともに学ぶことができる。教師としての心
構え，接遇の基礎，学習指導，生徒指導など，内容は多岐にわたる。誰一人として同じ人は
いないけれども，子どもたちのためにという思いが研修の一体感を生む。自分に足りないも
のは何か。学んだことをどのように教室で子どもたちに伝えていくのか。研修の成果を教室
で実践し，校内初任者指導の先生からもここがポイントだよ，こうしたほうがよかったよと
何度も御指導いただいた。その全てが私にとって，かけがえのない生きた財産となっている。
特に心掛けていることは，たくさんのことを詰め込まないことである。つい，あれもこれも
と言いたくなりがちだが，確実に一つのことを教えるということを大切にしたい。
毎日が手探りで，不安もある。しかし，学級の子どもは私を信じ，ついてこようとしてく
れる。わからなければ教えてくださる先輩方にも恵まれた。初任者研修で学んだことを生か
しながら，日々精進していきたい。

採用されて二年目になり , 初めての担任を任された。春休みには既に責任感を強く自覚し
て , 毎日のように頭の中では「必要な教具は何だろうか」「最初のHRに何を話そうか」「保
護者との連絡を密にしなければ」「学級の目標とルール作りを徹底しなければ」などの考え
が巡っていた。4月になり , 新しい学級がスタートするとそわそわしている私の姿を見て , な
んだか生徒もそわそわしている。私が明るく振る舞えば生徒の反応も明るく , 不機嫌な顔を
すればその日の学級が暗くなる。
生徒はどんな姿でも教員の姿を見て何かしらの影響を受けている。卒業時には18歳になっ
ている高校生はある意味で大人ではあるが , まだまだ子どもでもある。特に私の勤務校では
まだまだ先を見通して行動することが苦手な生徒が多い。私は彼らを親しく導く兄のような
存在であると共に , 最も歳の近い信頼できる大人の見本でありたい。
授業を通して伝えたいことや , 日常生活での言動から伝えなければいけないことがたくさ
んある。私が若いからこそ彼らに伝えられることもあり , また私自身が学ぶことも多い。変
化の激しい先行きが不透明な時代になっても , 主体的に協働しながら社会に生きる姿の見本
を提示したいものだ。「私も頑張るからキミたちも頑張れ。」そう思いながら生徒を鼓舞し ,
生徒を支えられる喜びをかみしめている。一教員として,社会人として向上心を忘れずに日々
を邁進していきたい。
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１　研究主題について
これまでの投力に関する研究を概観する
と「オーバーハンドスロー能力改善のため
の学習プログラムの作成」（尾縣ら ,2001），
「投能力改善のための学習プログラム開発」
（大矢ら ,2015）など，投能力を身に付ける
ことが投力向上につながるとの報告が多く
なされてきた。つまり，これらの研究は「投
能力」＝「遠投力」と捉えたものがほとん
どであった。しかし，児童にとって必要な
能力は，ただまっすぐ遠くへ投げる遠投力
だけなのだろうか。
ボール運動やゲーム領域においては，目
的や状況に応じて投げる力，「距離に応じ
て投げる」「ねらったところへ投げる」「素
早く投げる」（宮原 ,2015）といった“巧み
な動きを伴う投能力”が必要である。この
能力を身に付けることは，教科体育におけ
るボール運動やゲーム領域のすべてに応用
可能であり，広くは生涯体育において“も
の”と関わる巧みな身のこなしにもつなが
ると考える。　　
ただ，投能力の技能向上のみに目が向き，
単調な動作の反復になってしまっては，児
童の意欲は下がり，技能向上も望めない。
そこで，本単元では児童の学習意欲を高め
維持するため，プレイ性を重視した教材（岩
田 ,2012）を開発していく。それにより，「で
きる・わかる・かかわる」授業（髙橋 ,1989）
が可能になり，“巧みな投動作”も効果的
に身に付けさせることができると考えた。

２　研究目標
協働の中で，巧みな投動作を効果的に身

に付けさせる「体つくり運動」の指導法と
効果を明らかにする。

３　研究の実際
⑴研究仮説
①巧みな投動作に視点をあてた体つくり
運動をゲーム化し，児童の意欲を持続させ
ながら取り組ませれば，児童は効果的に巧
みな投動作を身に付けることができるだろ
う。
②チームの課題を克服するために，協働を
生み出す場面を意図的に設定すれば，自分
たちの記録を伸ばしたり，相手チームに勝
とうとしたりするために必要な動きについ
て話し合い，巧みな投動作についての思考
力が高まるだろう。
⑵研究の具体的内容
①分析・検証方法
ア　巧みな投動作の分析
写真のように，前（左右）と後（左右）
の４か所から距離に応じて的に投げる運動
を行った。１時間目及び７時間目に撮影し
た実態調査の映像を分析して，タイムを計
測し（素早く投げる），投げた時の体の使
い方の変容，的に当たる成功率（ねらった
ところに投げる）の比較をすることで技能
の学習効果を検討した。

右前左前

右後左後
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イ 「できる・わかる・かかわる」関係の分析
山口（2014）による発話内容の分析カテ
ゴリーを用いて，ＩＣレコーダーを用いた
抽出児童（友だちとのかかわりや発言の頻
度による上位児・中位児・下位児）の会話
を分類した。そして，「できる・わかる・
かかわる」の関係，児童の学習カードによ
る記述（わかったこと）から「わかる」の
内容について分析した。
②検証授業の実施
ア　体つくり運動のゲーム化　
毎時間，「距離に応じて投げる」「ねらっ
たところに投げる」「素早く投げる」に視
点をあてたゲームを行い，児童に「巧みな
投動作」を身に付けさせることを目指した
（表 1）。また，児童の意欲化を図るために，
簡素化したルール（図１）にし，全員が参
加できるようにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

イ　協働場面の設定
かかわり合いを生むために協働場面を設
定した。そして，チームで必要な動きにつ
いて考え，共有し，身に付けるといった「で
きる・わかる・かかわる」授業を目指した。
そこで，本単元は毎時間，ゲーム 1→発問
→課題練習→ゲーム 2の流れで学習を行っ
た（表１）。

  
４　検証授業の結果と考察
ア　巧みな投動作の分析
「前（左右）」と「後（左右）」位置から
の体重移動は，7時間目では男女ともに向
上が見られた。これは，5時間目＜爆弾飛
ばし合戦＞で後方に下がってからお手玉を
投げたため，体重が軸足にのり，体重移動
の感覚を身に付けることができたからだと
考える。
次に「前（左右）」位置によるステップ
の出現率を調べた。１時間目には「前（左）」
位置から投げる時にはステップ動作は見ら
れず，ボールをとった状態のまま投げてい
たが，７時間目には的に対して足を前に出
すステップ動作が生まれるようになった。
これは，４時間目＜押し出せ＞でねらった
ところに投げるためにステップの必要性を
理解し，効果的にステップ動作を身に付け
ることができたからだと考える。
先行研究のほとんどは，技能下位児の伸
びは見られるが，上位児の伸びは認められ
ていない。しかし，上位児にとっても「で
きる」を保障する必要はあるはずである。
よって本研究では，技能上位児の変化を確
かめるため，球技部参加児童と不参加児童
に群分けして，的に当てた成功率を分析し
た（表２）。　

特に「左前」位置は，球技部参加児童，

図１　ゲームの内容とルール

表 1　学習の流れ

表 2　4ヵ所から投げた時の成功率
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不参加児童ともに有意な差が見られた。本
研究では，技能上位児にも変化が見られた。
つまり，経験値に限らず，日頃，的に対し
て「左前」に移動して投げるという動作が
少ないため，伸びたのではないかと推察さ
れる。
移動してからボールを捕り，投げ終える
までのタイムは， 単元前後で球技部参加児
童（＋ 1.25 秒），不参加児童（＋ 1.66）と
もに遅くなってしまった。しかし，これは
単元前まで児童に身に付いていなかった投
動作が，本単元の学習を通して身に付き，
それらを児童が再現しようとしたからだと
推察される。 
イ 「できる・わかる・かかわる」関係の分析
心電図型ゲーム分析に用いられるパスの
相関図（大貫 ,1995）を着想とし，1チーム
の上位児・中位児・下位児によるかかわり
を相関図として示した（図２）。授業前半
では上位児と中位児とのかかわりが多く見
られ，下位児へのかかわりが見られなかっ
た。しかし，単元後半には上位児・中位児は，
課題についてのポイントを理解するように
なり，下位児へ具体的なアドバイスをする
ことができるようになった。表３から言葉
の量だけでなく，質の高まりを読み取るこ
とができる。

 

２時間目 「練習しよう」
３時間目 「上に向って投げればいい」
４時間目 「自分の決めた番号に投げよう」

５時間目 「みんなの投げ方はこうだもん」「的に当てるんだったらこんな感じ」

６時間目 「下に向って投げてるよ」「姿勢を低くしてとってから投げて」

学習カードに書かれた内容を名詞・動
詞・その他に分類した。２時間目は「肩」
「肘」「足」「遠く」から，遠くに投げるこ
とに関しての理解に留まっていた。しか
し，３時間目になると「ステップ」「幅」
「変える」「近く」といった言葉が表れ，距
離に応じて投げるための体の使い方に思
考の変化が見られた。４時間目では，的
に対して「体」「つま先」「方向」と，課
題に沿った記述が多く見られた。５時間
目では，「走る」「素早く」「捕る」から，
ボールを捕るまでの動きを素早くしよう
としていた。しかし，6時間目には「投げ
る」「捻る」動作，更に体の具体的な部位
が表れ，素早く投げるための体の使い方
に思考が連動するように変化していった。 

５　最後に
体を操作する能力の低下（中教審答申
案 ,2002）が指摘されている今の子どもた
ちにとって，ただ単に投動作を繰り返して
も，遠投力は身に付くかもしれないが，ボー
ル運動やゲーム領域において必要な動きは
生まれない。①後ろに下がってから投げる，
②素早く向きを変えてから投げる，③体勢
を整えなおしてから投げる，④的に対して
「左」位置から投げる。このような投動作
を意図的に仕組むことで，子どもたちに必
要な投能力を身に付けさせることができる
と考える。

【主な参考文献】
髙橋健夫 編著『体育授業を観察評価する』
明和出版 2003 年
岩田靖『体育の教材を創る』
大修館書店 2012 年

図２　上位児・中位児・下位児による相関図

表３　中位児から下位児への言葉の変容
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１　研究主題について
社会科では，これまで「生きる力」を育
むべく，基礎的・基本的な知識・技能の習
得に加え，社会の変化に対応するために必
要な資質・能力の育成を図ってきた。次期
学習指導要領についても，平成 26 年の中
央教育審議会への諮問により「新しい社会
を生きる上で必要な資質・能力を確実に育
んでいくこと」を目指している。平成 27
年の「論点整理」においては，習得・活用・
探究という学習プロセスの中で問題発見・
解決を念頭に置いた深い学び，他者との協
働や外界との相互作用を通じて自らの考え
を広げ深める対話的な学び，子どもたちが
見通しをもって粘り強く取り組み，自らの
学習活動を振り返って次につなげる主体的
な学びの過程の実現の重要性が示されてい
る。
そこで本研究では第２学年地理分野「身
近な地域の調査」において，地域の将来の
在り方について自分なりの考えを持ち社会
参画へとつなげていけるよう，地域素材の
教材化を進め，問題解決的な学習の中で，
話合いを中心とした授業を展開していく。
三番瀬を教材として取り上げ，地域の今あ
る姿は，住民たちの願いや思いが反映され
た姿であることをつかませたい。更に「解
決すべき課題は何か」という意識を持たせ
て話し合わせることで身近な地域の現状と
課題をつかみ，よりよい地域の姿の実現を
考えていく。地域に関心を持ち，より自分
事として社会的事象を捉えさせることで地

域の一員としての自覚を高め，社会参画の
視点を持つことにつながると考え，本主題
を設定した。

２　研究目標
地域素材の教材化を図り，話合い活動や
問題解決型学習を取り入れることで，学級
の一員としての自覚を高め，人と関わり合
いながら自分の考えを深めたり広げようと
したりする生徒の育成が図れることを明ら
かにする。

３　研究仮説
生徒が共有している地域の課題に対し
て，話合い活動を通じて自分の考えを他の
生徒に説明したり，異なる意見を聞いたり
することで，社会的事象に対する理解や気
付きが深まり，社会の一員としての自覚が
芽生え，社会参画の意識を持つことができ
るであろう。

４　研究の具体的内容
⑴研究主題に関する理論研究
①話合いの持つ教育的効果
平成 28 年 12 月の中央教育審議会答申に
おいて，「子供たちにとって学習の場であ
り生活の場である学校において，教員の指
導は，学習指導の側面と生徒指導の側面を
持つ」とされ，学習指導と生徒指導を切り
離して考えるのではなく，相互に関連付け
ながら充実を図ることの重要性が示され
た。さらに，生徒指導の機能を生かし，「学
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習指導においても，子供一人一人に応じた
『主体的・対話的で深い学び』を実現して
いくために，（中略）子供一人一人が自己
存在感を感じられるようにすること」が求
められている。そこで，本研究においては
グループ活動を積極的に取り入れたい。自
分の意見と他者の意見を聞き合うことで，
立場の違いによる意見や解釈の相違を合意
に導く難しさや意義に気付かせる。このこ
とは，互いを尊重しながらよりよい社会を
形成していこうとする社会参画の側面も持
ち合わせていると言える。
②三番瀬の教材化の意図と社会参画
三番瀬は，東京湾の最奥部に位置する干
潟である。東京湾岸の埋め立ての歴史の中
で，時代の移り変わりや住民をはじめとす
る多くの人々の働きかけにより奇跡的に残
された貴重なものである。まず，東京湾岸
の埋め立ての変遷から三番瀬の実態と課題
をつかみ，地域の今ある姿は，多くの人々
の思いによってつくられてきていることを
捉えさせる。そして，残された三番瀬の活
用方法を考える活動をきっかけとし，地域
社会に目を向け，どのように関わっていけ
るかについて考えることで，生徒たちが自
分たちも地域社会の一員であるという自覚
を持てるようにしていきたい。学習を通じ
て，生徒たちが残された三番瀬の姿に先人
の思いを感じ取ったり，身近にある貴重な
自然として認識し，守っていきたいといっ
た思いを持てたりすることができれば，社
会参加への意識が芽生えたと言える。
⑵実践研究：検証授業の流れ
夏休みを活用し，生徒たちの興味・関心
をもとに博物館や郷土資料館などを訪問す
る調査活動を行った。第１時では，事前学
習の発表会を行い，第２時では，４人グ
ループで学区周辺の年代の異なる地形図の
読み取りを行い，田畑が住宅地へと変わり，
交通網の発達とともに都市化が進んでいっ

たという地域の変容をつかんだ。第３時で
は，東京湾岸の埋め立てに関する資料から
わかることを個人→グループ→全体で話し
合い，東京湾岸の埋め立ての経緯を知った。
生徒から「こんなに埋め立てが進んで，良
いことばかりだったのだろうか」という疑
問が出た。
そこで第４時ではその疑問をクラスで共
有するところからはじめ，「三番瀬はなぜ
残されたのだろうか。」という学習課題を
立てた。数種類の資料を用意し，ジグソー
方式で課題の解決に向けて話合いを行っ
た。生徒たちは，三番瀬が地域住民や漁師，
自然保護団体などの働きかけなどによって
埋め立てられずに奇跡的に残された干潟で
あることをつかんだ。第５時・６時におい
て三番瀬環境学習館における展示内容につ
いて考え，第７時にゲストティーチャー（環
境政策課係長）にその考えを提案した。提
案内容について講評をしてもらい，市とし
て三番瀬をどう捉え，魅力を発信していこ
うとしているのか，活用していこうとして
いるのかについて話を伺った。
第８時では前時での他のグループの発表
やゲストティーチャーの話を生かし，更に
提案内容を吟味して自分なりの提案を考
え，その後地域学習を通してわかったこと
や考えたこと，自分の中で変化したことな
どについてまとめた。

５　検証授業の分析と考察
⑴社会の一員としての自覚を高める話合い
活動
ほとんどの生徒が授業を通じて積極的に
意見を言うこ
とができるよ
うになった
（図１）。その
要因として
「ペア」と「４

図１　「話合いでは積極的に自分の意見を言えるか」
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人グループ」での
話合いが挙げられ
る（表１）。本実
践に当たっては，
段階的にグループ
学習を行った。は
じめは隣同士で，
次に前後で，とい
うようにペアでの
意見交換をさせて
いった。生徒たちは回を重ねるごとに慣れ
ていき，次第に前後左右のペアだけでなく，
交差したり列をまたいだりしてより多くの
人と意見を交わしていくようになっていっ
た（図２）。そこではじめて４人グループで
の話合いを取り入れていった。意見をまと
める際には，ホワイトボードで他のグルー
プの意見もクラスで共有できるよう配慮し
た。また，提案内容を考える最初の段階で
は付箋を活用し，ＫＪ法を参考とした分類
を行い，グループの方向性を決めていった。
ペアからグループ，そして全体へとそれぞ
れの意見や考えを可視化することで，生徒
たちにとって今何について話し合っている
のか，何を根拠に考えればいいのかといっ
たことが明確になり，積極的な発言をする
ことができるようになったと考えられる。
また，生徒の感想から，段階的な話合いの
導入が生徒たちに自分の意見が尊重され互
いの意見を聞き合う環境を生み，そのこと
によって自分の考えが深まったり広がった
りする経験が増えていき，安心して意見を
交わせるようになったことが分かった。段
階的な積み重ねが，学級への所属感を高め
ていったことや，話合いが生徒の知的好奇
心を高め，思考の広がりや深化に有効であ
ることを改めて実感することができた。
⑵三番瀬の教材化と社会参画への意識
多くの生徒は環境学習館への提案内容を
考えたり発表したりする活動に高い関心
を持って取り組んでいた（表１）。身近な

地域の課題を把握
し，解決策を考え
たり，自分たちの
アイディアを地域
の大人に提案した
りする活動を通じ
て，「地域社会に
貢献している」と
いう思いを持てる
ようになったこと
は，社会参画の視
点から見ても地域
素材の教材化に価
値があると言え
る。また，授業の
前後で，家庭での
社会的事象に対す
る学習意欲が増し
たり（図３），社
会科に対する意識が変化したりした（図４
および図５）。暗記科目という認識が強くな
りがちな社会科において，地域素材の教材
化が，生徒の学習意欲を高め，社会参画へ
の意識を持たせることにつながったと考え
られる。

６　研究のまとめ（成果と課題） 
全授業において生徒間の話合い活動を設
定することで，生徒の学習意欲や関心が高
まり，他者との関わりによって気付きや理
解を深めることにつながった。また，学習
を通して三番瀬に興味を持ち，自宅で調べ
たり家族で話題にしたりする生徒が現れ，
身近な事象の教材化の価値を感じた。一方，
授業だけでは足りない調べ学習や準備の時
間については，昼休みや放課後，場合によっ
ては総合的な学習の時間の活用などの工夫
が必要である。今後も身近な社会的事象に
関心を持ち，自ら関わっていこうとする生
徒の育成を図っていきたい。

表１　事後調査「どんな活動が授業に対する
意欲を高めたか」（複数回答）

図３　家庭での学習意欲の変化

図４　意識調査「社会科は暗記課目だと思うか」

図５　意識調査「社会の授業で習ったこと
　　　　　は将来役に立つか」

図２　ペアワークの模式図
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１　研究主題について
インクルーシブ教育システムの構築に向
け，障害のある子もない子も共に学びなが
ら，基礎的環境整備や合理的配慮の下に，
両者が「授業内容がわかる」，「学習活動に
参加している実感・達成感を持つ」「充実
した時間を過ごしている」「生きる力を身
に付けていける」ということが大切である。
しかしながら，小学校の通常の学級での
肢体不自由児については，「移動の困難さ」，
「運動会や校外学習の参加への困難さ」，「学
習面では体育の参加の困難さ」，「算数の文
章題や図形の作図等で配慮を要すること」
などが指摘される。このような状況の中で，
特別支援学校のセンター的機能としての役
割は大変重要であり，特別支援学校がセン
ター的機能を発揮して，小学校の通常の学
級に就学した児童に対する支援の充実を図
ることは，今求められている課題である。
そこで本研究では，特別支援学校がセン
ター的機能の役割として，どのような支援
を行っていく必要があるのか探っていきた
いと考える。そして事例研究を通して，自
立活動の観点から実態を捉え，学習上・生
活上での困難な状況を把握し，本人，保護
者，担任等により課題を整理して，放課後
の時間を活用して学習上・生活上で役立つ
具体的な支援内容を検討する。
本研究を通して，特別支援学校による小
学校の通常の学級で学ぶ肢体不自由児への
支援の在り方を考察していきたい。

２　研究目標
質問紙調査や聞き取り調査，事例研究を

通して，小学校の通常の学級に在籍する肢
体不自由児や保護者や担任にどのような支
援ニーズがあるのか探り，より良い支援に
ついて明らかにする。また，特別支援学校
に求められるセンター的機能の在り方につ
いて探る。

３　研究の具体的内容
⑴調査研究
①質問紙調査では，所属校学区で 90％を
占める６市の教育委員会及び小学校に対し
て，通常の学級に肢体不自由児がどれだけ
在籍しているのか，またその状況，特別支
援学校の役割等について調査した。
肢体不自由児が困難とする教科として
は，「体育」，「算数」，「音楽」，「図工」，「国語」，
「家庭」等の順であった。（図１）肢体不自
由ならではの動きにくさに原因があった。

また，特別支援学校のセンター的機能の
役割として，９割の学校で特別支援学校が
助言や支援を行っていることを知っていた
が，実際に活用したのは３割ほどであった。
（図２）その理由としては，「対象児がおら
ず必要なかったから」，「他機関とつながっ
ていたから」，「校内で解決できたから」，「知

図１　肢体不自由児が困難とする教科の割合

研・活 究

インクルーシブ教育システムの構築に向けた小学校における肢体不自由児への支援についての一考察
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らなかったから」等といった回答が多かっ
た。（図３）今後も，地域のニーズに即し
た特別支援学校のセンター的機能としての
役割が求められていることが分かった。

②聞き取り調査では，主
に小学校への支援例や
メッセージ等について調
査した。内容としては「そ
の子ができることを考え
て，いろいろなことに何
でも挑戦するようにして
欲しい。」等といった声が
聞かれた。詳細について
は，「小学校における基礎
的環境整備・合理的配慮
を行う際に参考となるヒ
ント集」（図４）と「児童
向けリーフレット」（図５）に掲載した。
⑵事例研究
①聞き取り調査からの実態把握
　事例児童，保護者 , 担任からの聞き取り
シート（図６）をも
とに得た情報と，生
活面や学習面で客観
的に捉えた内容をす
り合わせて自立活動
の６区分＋興味関心
の項目で実態を整理
して，実態把握表を
作成し，課題を導き出した。そこからさら
に，長期目標，短期目標を導き出し，本人，
保護者，担任の先生，支援員とも相談し，
達成できそうな課題から，スモールステッ
プで取り組んでいくこととした。

②事例児の指導・支援の実際について
　ここでは Cさんについて取り上げる。C
さんは小学５年生であるが，今まで教科学
習を重視してきたため，身の回りのことは
ほとんど支援員が行っていた。まずは生活
面において，「少しでも一人でできること
を増やす」ということをCさんと一緒に目
標として作成した。併せて，個別に対応し
た方が良いと思われる事柄について，放課
後に「個別の学習」で取り組んでいくこと
とした。その他，運動会のケース会に参加
して，具体的なアドバイスを提供した。

（ア）授業や日常生活場面での取組
　「一人でできることを増やす」という長
期目標から，「車いすを自分でこぐ」「教科
書の準備と後片付けを自分で行う」という
短期目標を立てて取り組んだ。全場面で行
うことは難しかったので，まずは「帰りだ
け教科書をランドセルにしまう」等とした
り，環境を設定したりして取り組んだ。環
境の設定の一例としては，プリントを持っ
て自走するのは大変なので，箱を首にかけ
てその中にプリントを入れて運ぶことにし
たり（写真１），教科書やランドセルを置
く机を自分のカットテーブルの隣に設置し
たり（写真２）した。そうすることで，目
標が達成しやすくなった。
また，個別の学習で毎回評価や反省を本

人が記入するプリントを元に，教師と一緒
に振り返りを行うようにし，自己評価をし
たり，次回工夫することを考えたりした。
褒められることで達成感につながり，後半
は，行うことが「当たり前｣ になっていた。

図２　特別支援学校から助言や
　　　支援を利用したことがあるか

図３　今後特別支援学校を
　　　利用したいと思うか

図４　ヒント集

図６　事例児童聞き取り シート（一部抜粋） 写真１　プリントを入れる箱の装着 写真２  カットテーブル横の荷物を置く机

図５　児童向けリーフレット
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（イ）放課後の個別の学習の取組
　Cさんの課題となる学習（表１）につ
いて，放課後に 40 分，計８回の個別学習
に取り組んだ。毎回「学習の流れのシート」
で学習内容を確認し，授業の終わりには「個

別の学習振り返り
シート」（図７）で
授業を自己評価
し，振り返るよう
にした。１回目は
ほとんどのことが
全て初めて行うよ
うなことだったが，回を重ねるごとに , 少
しずつ一人でもできるようなってきた。特
に，「手指の訓練｣ では，
今まで使用したことの
なかった一般のはさみ
で初めて紙を切る体験
をしたり，服をたたん
だりする体験をした。
また，介助箸（写真３）も扱うことができ
るようになり，本人の
振り返りでも「給食の
際にも箸を使ってみた
い」という言葉が聞かれ ,
本人の自信につながっ
た。「ビジョントレーニ
ング」では，具体物やプリント，タブレッ
ト型端末を使って学習（写真４）した。下
の方が見づらかったり，線が重なると見づ
らかったりするので，色をつけて手がかり
にすると良いこと等，保護者や担任の先生

に情報提供を行った。
（ウ）その他・運動会の取組
　運動会では特別支援学校の担当者（筆者）
が運動会のケース会に参加して，Cさんの
参加の仕方について一緒に検討した。参加
メンバーは，小学校の校長，教頭，担任，
養護教諭，保護者，支援員，Z市の教育委
員会，特別支援学校（担当者）であり，プ
ログラムの内容の一つ一つについて，みん
なで意見を出し合って話し合った。学校か
らは，「自分たちには思いつかなかった部分
で専門的なことを教えてもらい良かった。」 
保護者からも，「今までで一番参加できた運
動会だった。」という言葉が聞かれた。今後
も Cさんが自分で内容を検討し目標を立て
ることや，関係者でケース会に臨み，Cさ
んが実際に何ができるかについて，各立場
からの視点で話し合いを持つことの重要性
に，改めて気付いた。

４　研究のまとめ（成果と課題）
⑴成果
特別支援学校の専門的な指導支援や小学
校との連絡調整を果たす役割の重要性につ
いて再確認することができた。また，自立
活動の６区分の視点で整理した実態把握表
を作成して学習面や日常生活面等で支援に
生かすことができた。更に個に応じた補充
指導を行い，通常の学級に在籍する肢体不
自由児のニーズにより丁寧に対応すること
ができた。
⑵課題
担任の先生が一人で抱え込んでしまわな
いように校内で情報共有できる環境を学校
全体で作っていく必要がある。また，校内
だけでは難しい部分に対して特別支援学校
が協力し，本人や担任の先生を直接的に支
援したり，連携を図りやすい仕組みを作っ
たりすることが大切である。

図７　個別の学習振り返りシート

写真３　介助箸の練習

写真４　タブレット 型端末の練習
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１　はじめに
本県の社会教育の振興及び生涯学習の推
進を図るため，平成 8年 11 月 15 日，県立
柏の葉公園の隣接地に開所した「さわやか
ちば県民プラザ」は，昨年，開所 20 年を
迎えた。この間，平成 12 年には東京大学
柏キャンパスが近くにオープンするととも
に，平成 17 年にはつくばエクスプレス柏
の葉キャンパス駅が開業し，新しいまちが
生まれるなど当施設周辺は大きく変貌して
いる。このような中，さまざまな世代を対
象とする各種の講座やイベントが開催さ
れ，来所者数は 800 万人を超えた。
しかしながら，全体として利用者の年齢
層は高い傾向にあり，また固定化も進んで
いるのが実情であるところから，次代を担
う若年層を当プラザに呼び込むため，現在
様々な方策を展開している。ここではその
一例でもある，学校による当プラザ施設の
活用について紹介させていただき，プラザ
の更なる活用を促進するものである。

２　利用状況
学校による利用が最も多い校種は，高等
学校である。新年度のスタートにあわせた
新入生対象の宿泊研修，海外研修に向けて
の国内語学研修，長期休業を利用した勉強
合宿，新設される教育課程上のコース準備
に向けたプレ合宿，総合的な学習の時間を
利用した修学旅行事前研修などさまざまな
形態で活用されている。
次いで多いのは，特別支援学校であり，
宿泊研修や作業製品販売会などで活用され
ている。正面玄関前や多目的スペースであ
るアゴラを使って行われる作業製品販売会
はいつも盛況である。さらに，近隣の小学

校からは，学校にはない茶室を使った茶道
クラブの活動の場として活用されている。

３　学校による施設利用増加の背景
学校による施設利用が増えた理由の一つ
は，積極的な宣伝活動である。学校におけ
る，当プラザの認知度は高いとは言えない。
この状況を打破するためにも，学校への宣
伝は重要である。昨年度から，地区の校長
会や教頭会において，当プラザの施設や各
講座について説明する機会をいただきＰＲ
に努めている。
また，施設使用料減免対象の拡大も理由
の一つとしてあげられる。平成 26 年 4 月
に「教育長の所掌事務の一部を教育事務所
の所長等に委任する規程」の一部改正があ
り，使用料減免の要件が県立学校を含む県
の機関が主催する事業であることとなっ
た。さらに，平成 27 年度より，市立高等
学校及び市町村立学校までその対象が拡充
された。現在，当プラザでは県内の公立学
校が主催する教育課程内の学校教育活動に
ついては，施設使用料の減免措置を執って
いる。

４　これからの動き
学校の利用にあたっては，日程や必要な
施設などを含めて十分な事前打合せを行
い，学校側の要望をなるべく取り入れるよ
うに努めている。今後も，学校では体験で
きない時間と空間の提供をすることができ
る，生涯学習施設の特長を活かしたプログ
ラムの開発に力を入れていきたいと考えて
いるので，県内各学校の行事担当の方々に
おかれては，県民プラザの積極的な活用を
お願いしたい。

学校による「さわやかちば県民プラザ」施設の活用
さわやかちば県民プラザ



県立中央博物館では，平成 29 年 7 月 22
日から 12 月 27 日まで，企画展「きのこワ
ンダーランド」を開催する。中央博物館で
は平成元年のオープンから約 30 年間の活
動により約３万点以上のきのこを収集して
きた。今回の展示ではそのコレクションの
中から房総の自然を物語るきのこを選りす
ぐって展示する。例えば，房総の光るきの
こ，地球温暖化とともに北上を続けるきの
こ，房総で発見された新種のきのこ，日
本ではじめて報告されたトリュフの仲間
等々。あわせて世界や房総のきのこ文化，
里山ときのこの深い秘密についても豊富な
資料で紹介する。

江戸時代から房総人はきのこ好き
房総の食用きのこ御三家として有名なハ
ツタケ，アミタケ，ショウロ。千葉で育っ
た年配の方々は，幼いときに食べたハツタ
ケの味が忘れられないという。そして，こ
の御三家は若いマツ林に見られるきのこで
ある。何故これらのきのこが房総を特徴付
ける野生きのこになったのだろうか。
房総半島は標高が高いところでも 400 ｍ
ほどしかなく，人為の影響を受けない場所
ではドングリがみのる常緑シイ・カシの照
葉樹林が覆っていた。江戸時代以降，そん
な森を伐採し，身近な森を里山として管理
するようになった。里山からは落ち葉や枯
れ枝を採取し燃料や堆肥として利用する。
林内から落ち葉などの有機物が常に除去さ
れるようになると，有機物が少ない環境を
好むきのこが増えてくる。そんなきのこが
ハツタケ，アミタケ，ショウロだった。そ
してこれらのきのこはマツと仲良しであ
る。仲良し（共生する）のきのこが里山に
増えるに従い，マツも元気になり，江戸時
代から昭和の前半にかけて，房総半島はマ
ツ林に覆われるようになった。
またマツの薪炭は，火力が強いというこ

とで，近くの江戸では重宝された。そして
マツ林から採れる野生のきのこは江戸時代
から格別に愛されていた。金ケ作（現在の
松戸市）の名主がハツタケを独り占めしよ
うと山留めをおこない，怒った村人が奉行
所に訴えた，という記録も残っているとい
う。そんな理由でマツは大事に育てられ，
房総は長い間マツ林の景観となった。そう
してマツ林のきのこは故郷の味となり，里
山のマツ林は，房総人の味覚まで支配した
ともいえるだろう。

照葉樹林はふるさとの森
それではマツ林以前の森はどうなったの
か。房総半島がマツ林となる前，房総半島
はシイ・カシ林に覆われていた。この森は
ヒマラヤ中腹から中国南部をへて沖縄から
西日本に広がる森である。この森から一つ
のきのこが発見された。2002 年に新種記載
されたシロオビテングタケ。その後，千葉
県はおろか，他の世界のどこからもこの種
類は見つかっていない。シイ・カシ林に見
られるテングタケの仲間は，この森と共進
化したと考えられ，ネパールから中国南部
をへて西日本に広がるような分布域をもっ
ている。きっとこのシロオビテングタケも
同様な分布域を持っていたのだろう。それ
が伐採や森の消滅などにより，アジアの片
隅にある房総の森にひっそりと生き残った
のではないだろうか。房総の森はそんな種
類も見られる貴重な森であることをきのこ
は教えてくれる。

県立中央博物館　平成29年企画展　「きのこワンダーランド」
県立中央博物館

岩崎灌園著「本草図譜」1844 年（県立中央博物館蔵）



カリキュラムサポート室は，先生方と学
校を支援する事業として，一つ目に「教育
支援活動」①図書資料の閲覧，②視聴覚教
材の貸出，③研修場所の提供。二つ目に「教
師力アップを目指した塾や研修の開催・相
談活動」を行っています。
今回は，「教育支援活動」を中心に４つ
の部屋と１つの展示室の内容について御紹
介いたします。

１ 
 　県内教員による各教科等の学習指導
案（幼稚園，小・中学校，義務教育学校，
高等学校），長期研修生研究報告書，私
の授業レシピ（高等学校），千葉県の刊
行物が閲覧できます。（学習指導案は総
セのホームページから検索ができます。）
　
２
　　各種教科書，教育月刊誌（約 40 誌），
学級経営，授業づくり等の教育図書の閲
覧ができます。
　
３
　　国・都道府県・大学・各種教育研究会
等の刊行物を閲覧できます。

４
　　道徳や特別活動等の授業，職員研修で
活用できる様々なジャンルの視聴覚教材
があり，大型液晶モニターで視聴するこ
とができます。１回に５本，２週間まで
の貸出もできます。（視聴覚教材は総セ
のホームページから検索ができます。）

５　＜新規＞ＪＩＣＡ（独立行政法人　　
国際協力機構）

　体験型展示室　国際理解に対する理解の
促進，国際理解教育・開発教育の充実を目的
として展示しています。（Ｈ28.７月から開設）

当室は，平日（午前９時から午後４時 45
分）及び第４土曜日（５，６，７，10，１，
２月　※但し，第４土曜日が休日の場合は
閉室）の午前９時から午後５時まで開室し
ています。
詳しくは，県総合教育センターのWeb
サイト「カリキュラムサポート室」を御
覧いただくか，カリキュラムサポート室
（０４３－２７６－１２８２）までお電話
ください。皆様の御来室をお持ちしており
ます。

総セに来たら，カリキュラムサポート室へ！
　　　　　　　　　【県総合教育センター　本館１Ｆ】

県総合教育センターカリキュラム開発部研究開発担当

Ａ 101 号室

Ａ 104 号室

Ａ 102 号室

Ａ 103 号室

( ＪＩＣＡ　体験型展示室 )



県総合教育センターでは，毎年，「千葉
県児童生徒・教職員科学作品展」を実施し，
特に優秀な作品を全国展に出品していま
す。
平成 28 年度の全国展では，千葉県から
出展された作品が数多く特別賞に輝きまし
た。その中からいくつかを紹介します。

★第53回全国児童才能開発コンテスト
科学部門
才能開発教育研究財団理事長賞
「アゲハの観察パート２
　　　～26ぴき 230日間の記録」
千葉市立宮野木小学校４年　勝又　愛

 
アゲハが卵から蛹，越冬して羽化する
までの明るさや温度の影響を継続して調
べ，自らの疑問を解明したすばらしい研
究である。
※他にも千葉県から２人の児童生徒が入賞
しました。
★第60回日本学生科学賞

日本科学未来館賞
「天気の研究パート８」
船橋市立若松中学校　
２年 　用松　里海

独自性が高く，新たな
手法も用いながら研究し，長年，毎日継
続し，努力と成果がよく見られる，すば
らしい研究である。
入選１等
「超高圧の世界」
芝浦工業大学柏高等学校　
チームさふぁいあ

水溶液を１万気圧に加圧して氷Ⅵを作

成し，水の結晶と同形であることを確認。
また，超高圧における無機物の溶解度の
変化を調べた。
※他にも千葉県から２団体と３人の児童生
徒が入賞しました。
★第75回全日本学生児童発明くふう展
恩賜記念賞
「がんばれ日本」
君津市立南子安小学校４年　小石川洋介

リオ五輪の感動を
表現した。鉄棒は発
電機の回し方によっ
て技が変わる。卓球
は審判の立つ位置に

よってラリーの速度が変えられる。
経済産業大臣賞
「夏の大三角形を探せ !!
　　～松戸プラネタリウム～」
松戸市立第六中学校２年　小栁　和季
　
プログラミングのできるマイコンを利
用しステッピングモーターで星座早見盤
を任意の日時に回転できる。音声の解説
も流せる。
※他にも千葉県から 14 人の児童生徒が入
賞しました。

詳しくは県総合教育センターWeb サイ
ト「科学作品選集」を御覧ください。
また，平成 29 年度千葉県児童生徒・教
職員科学作品展は 10 月 14 日（土）15 日（日）
の２日間，県総合教育センターで一般公開
されます。児童生徒・教職員の作品等を是
非，御覧ください。
※審査評は千葉県児童生徒・教職員科学作
品展のもの

「千葉県から全国へ」
～平成 28 年度千葉県児童生徒・教職員科学作品展より～
県総合教育センターカリキュラム開発部科学技術教育担当
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１　はじめに
ソーシャルネットワーキングサービス
(Social Networking Service，以下 SNS) は，
インターネットを利用した情報発信・交流
ツールとして社会的な認知を得ており，近
年では，児童生徒による SNS 利用率の増
加に伴うトラブルの発生が問題となってい
ます。
本センターでは，昨年度，県内小・中・
高等学校６校の御協力のもと，授業で活用
できる SNS 利用に関する指導モデルプラ
ンを作成し，４月に公開しました。

２　指導モデルプラン
モデルプランは，印刷してすぐに授業に
活用できるよう「指導案・ワークシート・
事前事後アンケート」がセットになってい
ます。校種やテーマに分け，以下の３つの
プランを公開中です。
⑴小学校高学年向け①
「話し言葉との違いについて考える授業」
目標：SNS のトーク機能における周りの
人との考え方や感覚の違いについて知り，
楽しく便利に会話するための方法について
考える。
⑵小学校高学年向け②
「写真の投稿について考える授業」
目標：SNS への写真投稿について，周
りの人との考え方や感覚の違いについて知
り，楽しく便利に利用する方法について考
える。
⑶中学校向け
「SNS コミュニケーションのより良い利
用法について考える授業」
目標：SNS のグループトークを疑似体験
し，より良いコミュニケーションを考える。

３　教材提示ツール
モデルプランとあわ
せて，無料通信アプリ
など，SNS を利用した
コミュニケーションにつ
いての授業を展開する
際，グループトークな
どの「やりとり」（図１）
を提示するツールも開
発・公開しました。
インターネットへの接続は必要なく，ブラ
ウザとExcel だけで利用が可能です。（図２）

４　おわりに
紹介したモデルプランは，県総合教育セ
ンターWebサイトから，授業で活用できる
指導案・ワークシート・事前事後アンケート・
教材提示ツール等がパッケージとしてダウ
ンロードできます。小・中学校の情報モラ
ルの指導にぜひ御活用ください。

※ Microsoft® Excel® を Excel と表記しま
した。
※ 提示ツールの画像等については，著作権
等に配慮し利用しています。

小・中学校で活用できる「ＳＮＳ利用に関する指導モデルプラン」の紹介

県総合教育センターカリキュラム開発部メディア教育担当

図１　提示画面

図２　Excel で提示内容を編集可能

トップページ（https://db.ice.or.jp/nc/）
「メニュー」→「調査・研究」→

「調査・研究報告書」→「メディア教育」



現在，県内の小・中学校の児童生徒数は
減少しているにもかかわらず，特別支援学
級の在籍者数は，年々増加しています。反
面，特別支援学級担任の５割弱が経験年数
３年以下であるという調査結果がありま
す。
このような現状から，特別支援学級担任
に質問紙調査を行い，実践上の課題を明ら
かにしました。その結果を受けて，現在，
課題解決の一助となるようなパッケージの
開発に取り組んでいます。パッケージは，
「特別支援学級担任の１年」「子ども理解と
教育課程編成」「授業実践」「教材・教具」「教
育動向」のコンテンツで構成しています。 
今年度末に県総合教育センターのWeb
サイトにアップする予定です。是非，御活
用ください。

通常の学級に在籍するキレやすい言動を
見せる児童・生徒の特性や背景を理解し，
学校や家庭でのかかわり方について学びま
す。
※本田　恵子 ( ほんだ　けいこ ) 氏
専門は，危機介入，アンガーマネージメ
ント，特別支援教育。中学・高等学校教諭
を経験する中で，学校カウンセリングの必
要性を感じて渡米。特別支援教育，危機介
入法等を学び，カウンセリング心理学博士
号取得。玉川大学人間学科助教授を経て，
現職。学校，家庭，地域と連携しながら児童・
生徒を包括的に支援する包括的スクールカ
ウンセリングを広めている。著書には「キ
レやすい子の理解と対応」( ほんの森出版 )
「キレやすい子へのソーシャルスキル教育」
( ほんの森出版 )。

○期　日　平成 29 年 10 月 28 日 ( 土 )
○時　間　午後１時 30 分～午後４時　　
○定　員　150 名 ( 受付：午後１時から )
○場　所　県総合教育センター　大ホール
○申込み　電話，メール，ＦＡＸ（先着順）
※手話通訳等が必要な方は，申込みの際に
お伝えください。
※メールで申込みの際は，①氏名，②所属
③当日可能な連絡先を御記入ください。
※FAX申込み用紙は，HPを御覧ください。
（https://db.ice.or.jp/nc/tokushi/）
○締　切 平成 29 年 10 月 13 日 ( 金 )
○申込先 県総合教育センター特別支援教育部
　ＴＥＬ ０４３－２０７－６０２３
　ＦＡＸ ０４３－２０７－６０４１
メール sosetokusi@chiba-c.ed.jp

「特別支援学級担当者の専門性向上パッケージ」について

特別支援教育講演会
「キレやすい子どもに学校や家庭でどうかかわるか」

講　師　　早稲田大学教育学部教授    本
ほ ん だ

田　恵
け い こ

子　氏

県総合教育センター特別支援教育部



学校の教育目標を見直す
次期学習指導要領は冒頭に新しく「前文」
が掲載された。従来は「総則」が最初で「教
育課程の一般方針」が示されていた。今回，
「前文」が載ったのは，学校教育法の条文
である「学校教育の目的・目標」の確認で
ある。
以下の要領の内容は，その目的・目標を
実現するための具体的な内容である。
つまり，目的・目標を大きく掲げながら，
具体的な学校教育の在り方を「総則」以下
に示すという形である。
個々の学校の実際を考えてみても，最初
に「校訓」があって，学校教育目標が示さ
れる。更に年度重点目標や経営方針がある
程度具体的に作成される。
ただ，そうした目標や方針は，かなり包
括的・抽象的な表現になっていて，実践と
乖離している例がみられる。つまり，学校
の教育目標のレベルが個々の教員の具体的
な実践方略になかなか結び付かないという
課題である。
そこで最近多くなっているのが，実践志
向の目標表現である。それは例えば，①学
力の向上，②豊かな心の育成，③開かれた
学校の推進，などのレベルではない。一見，
今日必要とされる課題のようにみえるが，
なお包括的・抽象的である。
校訓や学校教育目標などの包括的・抽象
的な目標は「ハードな目標」である。飾り
ものになっている例が多い。
個々の教員の実践に結び付くためには

「ソフトな目標」が必要である。例えば，

①わかる・できるを実感できる授業の工夫
改善，②発達段階に応じた学習規律の徹底，
③基本的な生活習慣の定着を図る取組，な
どである。「ハードな目標からソフトな目
標への転換」である。
ただ，具体的な目標表現に変えると，３
つでは足りなくなる。また，授業の改善は
多様であるし，学習規律の徹底と言われて
も教員の判断に差異が生じる。
しかし，一般的には学校の教育目標は年
度初めに校長から示されるだけで，実践に
どう生かすかは事後の取組になる。

共創としての学校づくり
これからの学校は，教職員が決められた
職務をこなすだけでなく，統合された組織
目標に向けて協働的に取り組む必要があ
る。共創としての学校づくりである。
「共創」とは，組織の目指すビジョンや
目標に向けて，成員全体が気持ちを一つに
して協働的・創造的に目標達成に努力する
ことを意味する。そのような共創的な組織
風土が必要である。
それは決して不可能ではない。学校は企
業と比較すると小規模で，フェイス・ツウ・
フェイスの関係があってまとまりやすい。
小集団組織の機能を持っていることから，
その「強み」を存分に発揮したい。
学校の組織目標の達成の場合も，あれも
これもではなく，優先事項を決めて全員で
取り組むなら，具体的な指導方略が個々の
教員に広がりやすい。そのためには「ハー
ドな目標」レベルではなく，「ソフトな目標」

学校歳時記
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教育創造研究センター所長

共創で目指す新たな学校づくり



に具体化し，実践可能なレベルで共通認識
することが大切である。
更に共創の学校づくりにとって大切なこ
とは，教職員間の雰囲気を明るくすること
である。例えば，「わかる・できるを実感
できる授業の工夫・改善」を組織目標にし
た場合，職員室などで「今日の授業，子ど
もがすごくアクティブだった。発問を工夫
した甲斐があったよ。」「最近，家で復習だ
けでなく，予習する子どもが増えてきた。
発表に自信がみられるようになった。」な
どの話題が職員室で交わされるようになれ
ば雰囲気として上々である。
とかく，多忙化のせいで孤立しがちな最
近の教師個々を組織目標に向けて取り組む
ことで，共創の雰囲気のよさを自覚させた
い。
そのためにも，学校が目指す目標やビ
ジョンについて，教職員全員が積極的に取
り組む学校づくりを目指したいと考える。

組織目標と個人目標の統合を目指す
共創を目指す学校づくりとして，学校の
教育目標について更に考えたいことがあ
る。
それは，組織目標は学校全体の目標であ
るが，その目標達成には学年の発達や個々
の子どもの指導によって違いがあるという
ことである。「わかる・できるを実感でき
る授業の工夫・改善」といっても，例えば
小学校の場合，1年生と 6年生ではかなり
違う。つまり，学年に応じて適切な指導が
必要である。
そこで個々の教員は，年度初めに提示さ
れた組織目標について，自分の学級に応じ
て目標の具体化が必要である。「私の学級
はこうしたい」という教員個々の個人目標
の設定である。
特に，多忙な学校では，組織目標が年度
初めに一度きり説明されただけ，しかも

トップダウンで示されたために，あとは学
級担任まかせになりやすい。そうであって
も，共創としての学校づくりを進めるため
には，組織目標と個人目標の統合が重要で
ある。そして個人目標が確立されれば，学
年の指導の積み重ねが可能になる，教員間
のヨコ連携も豊かになる。
一般的に，組織目標と個人目標の統合に
は次のことを重視したい。
①管理職と教職員が一体になるための相互
信頼を重視する。
②よい指導のあり方や悩みなどについてコ
ミュニケーションの場がある。
③学年・学級，個々の子どもに応じた適切・
柔軟な対応ができる。創造的な対応も重視
される。
④具体的な成果がみられたか，ある程度の
評価ができる。
⑤目標を達成する努力が個々の教員の成長
につながる。
学校の組織目標は単なる御題目ではな
い。子どもに具現化することを目指す必要
がある。その意味で，学級や教科の授業等
において成果を上げることである。組織目
標を個人目標化することの大切さである。
そのことを校内で充実するために，目標
具現化を優先した協議の時間を持ちたい。
特に学年内の相互交流の機会を増やした
い。必要なのは個々の教員の力量アップで
ある。それが子ども個々の資質・能力の形
成に直接結び付く。
共創による学校づくりは，個々の教師力
アップと共に，学校力アップを果たすこと
が可能になる経営戦略でもある。
新教育課程の実施に向けて学校は今後，
一層の複雑で困難な課題に直面することが
予測されている。新たな課題をどう乗り超
えるか，学校力が問われることは確かであ
る。



１　いじめアンケート
本校では月に一回，全ての児童 575 名を
対象に「いじめアンケート」を実施してい
る。アンケート用紙は，昨年度より形式を
変え，記述式で回答できるようにした。そ
れには二つのねらいがある。
⑴児童の様子を具体的につかめる
例えば質問に「いやな気持ちになるよう
な，悪口を言われたことがありますか。」「わ
けもなく，ぶたれたり，けられたりしたこ
とがありますか。」「遊びの時，仲間はずれ
にされたことはありますか。」といった項
目がある。これに対して，回答の選択肢は
「ない」か「ある」のどちらかである。も
し「ある」を選択した場合には，更に具体
的に言われた回数に丸をつけるようになっ
ている。こうすることで，「ある」を選択
した児童がいた場合，どれくらいの頻度で
被害をうけているのか，具体的に調査する
ことができる。
⑵教師に相談しやすいアンケートの工夫
選択式のアンケートは，全ての児童が何
らかの項目に丸をつけることになる。よっ
ていじめの被害を訴えたい児童が，「ある」
に丸をつけたことが周囲から目立たなくな
る。もし，アンケートを記述式にしてしま
うと，いじめの被害を訴えたくて，長く文
章を書いている児童が目立ってしまう。ア
ンケートの最後には，「あなたが今，困っ
ていることで先生に相談したいことはあり
ますか。」という項目を設けた。児童にとっ
て回答がしやすいアンケートになるよう配
慮をした。いじめはどの学級にも発生する
可能性がある。そのため子どもたちが，ア

ンケートを通して教師に相談しやすくなる
ように，配慮をした。
　
２　定期的な生徒指導会議
本校では月に一回，全職員参加のもと，
生徒指導会議を行っている。児童の様子を
詳細につかむことが，日々の指導の充実に
つながっていく。生徒指導会議の運営は以
下の通りである。
⑴事前に報告シートを作成
会議の一週間前に各学年に「報告シート」
を作成してもらう。報告シートとは，各学
年の児童の様子を文章で記述するものであ
る。もし生徒指導の案件が発生した場合に
は，「案件の詳細」「指導の内容」「その後
の様子」を書くことになっている。
⑵全職員に報告シートを印刷して配付
会議の際，全職員の手元には全ての学年
の報告シートがある。紙媒体での報告をす
ることで，より細かく児童の様子を情報交
換できるようになった。
また，生徒指導会議で使用した報告シー
トは，生徒指導主任がファイルに保存する
ようにしている。これにより，児童の様子
を長期的につかむことができる。

３　スクールカウンセラー（SC）との連携
本校には，週に一日 SCが勤務している。
悩みを抱える児童，不登校になっている児
童，そしてその保護者と面談をする環境が
出来ている。面談を通しての児童の様子は，
管理職や担任教師などに適宜報告をされ
る。児童が安心して登校できるための指導
体制づくりに役立っている。

袖ケ浦市立長浦小学校教諭 平
ひらの

野　太
たいち

一

児童が安心して登校できるための指導体制づくり



昨年４月，「北総四都市江戸紀行・江戸を
感じる北総の町並み」が千葉県で初めて，日
本遺産に認定された。北総の四都市とは，現
在でも江戸を感じる町並みが残る佐倉・成
田・佐原・銚子である。日本遺産は，各地の
文化資産を組み合わせたストーリーを国が認
定し，文化財を観光，地域振興に役立てよう
とするものである。文化資産をテーマに多く
の人々に認定地を訪れてもらい，地域の活性
化に貢献してもらうとともに，地元の方々に
は，我が町の宝を再認識し，文化資産の保存・
活用に力を注いでもらうというものである。
まずは，多くの人々に，この地を訪れても

らわなければ意味がない。そこで，今回は日
本遺産「北総四都市江戸紀行」のストーリー
を実感できるような観光コースを紹介した
い。題して「江戸を感じる旅－魅力満喫コー
ス」３泊４日の旅である。北総４市を３泊４
日は，ちょっと長い旅かもしれないが，１市
を１日かけてじっくり，ゆっくり巡る。

１日目は，佐倉を巡る。国立歴史民俗博物
館を見学後，佐倉城跡・武家屋敷群・旧堀田
邸・佐倉順天堂記念館を巡り，城下町佐倉の
まちを堪能する。特に武家屋敷通りや，ひよ
どり坂は今にも侍が出てきそうな雰囲気があ

る。佐倉を巡った後，宿泊地の成田に向かう。
２日目は成田市。まずは宗吾霊堂を訪れ，

宗吾の一代記を見てみよう。そして成田山新
勝寺に移動する。ボランティアガイドの方と
境内を巡ろう。緑豊かな成田山公園もぜひ訪
れたい。門前町成田を実感できる成田山表参
道を散策し，遅めの昼食は鰻。成田市最後の
見学地として，成田市さくらの山公園を訪れ
たい。「江戸を感じる」とは，かけ離れるが，
飛行機の迫力満点の離発着を見ることでき
る。
３日目は，銚子に移動。銚子ちぢみ伝統工

芸館で藍染の体験をし，飯沼観音を訪ね，銚
子漁業発祥の地である外川の町並みをのんび
り散策。犬吠埼灯台を見学し，宿泊は，太平
洋を一望できる犬吠埼温泉郷で決まり。
４日目は佐原を巡る。小野川周辺の商家

の町並みを巡る。伊能忠敬記念館や山車会館
を見学。歩き疲れたら，歴史的な建造物を活
用したレストランやカフェで休憩もよいので
は。
香取神宮に移動し，黒漆塗の本殿・拝殿を

見学する。最後は，道の駅・川の駅水の郷さ
わらでお土産を購入し，魅力満喫コースは終
了となる。個々の見学地は，定番の場所では
あるが，日本遺産のストーリーを感じながら，
じっくり見学すると４市の魅力を再認識でき
るのではないだろうか。
今回のコース以外に北総四都市江戸紀行の

公式ホームページや公式アプリには，モデル
コースを紹介している。ぜひ，アクセスして
いただき，北総四都市を訪ね，江戸の情緒を
感じていただきたい。

日本遺産「北総四都市江戸紀行
　・江戸を感じる北総の町並み」を巡る

千葉歴史の散歩道

文化財課指定文化財班・主任上席文化財主事　立
た ち わ な

和名　啓
ひろと

人

ひよどり坂（佐倉市）
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